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 イチ 
 
 ニセンジュウサンネンはる さくもつの サイバイをはじめた。わたしがちいさなころにさいていた タンポポがきになっていたからでもある。また、おやじが カテイサイエンを てにかけていたからでもある。 
 タンポポの くきのブブンから うえが なぜかなかったり。あとになって、ショクリョウに リヨウされているのだろうとおもった。まぁ、ちいさなピーマンのようだ。だからというか、いや、むかしから はえていたので きになった。で、サイバイをはじめた。 
 そのチョクゴ、あるゲンジツと むきあうことになった。せけん というか、で うわさされていたが、まぁ ジッサイにであうとだ。ノウギョウヨウの ヨウグをかいにいったサイに それにみまわれた。 
 そうなってほしくないのはわかる。しかし、そなえなければ いけなくもある。ノウチのヒガイも タイオウを とおもっていたが、こいイッパツが こないかぎり そうきびしいタイオウは ヒツヨウなさそうだと。ニネンたってそうおもう。 
 
 ニ 
 
 チュウリュウ とは よくいったりすることばだが、チリテキな イミもふくめていうことに きづくようになった。そして、トシのナンモン というかにも きづいた。いまのトシは カリュウのホウに あったりする。トシでは セイサン（ノウギョウ）できないから、ショウヒシャ ということばがうまれる。 
 
 サン 
 
 ニセンジュウヨネンはるに、オンミツ（エドバクフのミッテイだ）のシッパイが あったカノウセイをみつけた。オンミツは カクショでカツドウしていた とおもわれるが、まぁ、エドバクフが ひとつのケンエキを おとしたと。それはやがて ナンポウへの シンシュツにもつながる。 
 わたしがいう、センシンコクビョウ（センシンコクのジャクテン）にも　カンレンするが、まぁ、ダイエイテイコクに もっていかれたんだろう。だから、エドバクフのジダイには、ニホンジンの ナンポウシンシュツは ケッテイテキだったといえる。そういうシッパイがうかがわれた。 
 
 ヨン 
 
 シッパイに こだわるとしたら、サイド チョウセンするんだろう。キュウジュウネンダイに そうしたシッパイを カイフクするようにしていたとおもうが、ケイザイコウゾウに ながされやすかったのだろう。セキユのホウに いってしまった。たしかに ジュウヨウなシゲンであるが。 
 やりなおすのは むずかしい。だから、くみかえさくもつや シンカロンを シジしなくては ならないかもしれない。「ヘイワ」がおわれば。 
 このジュウネンで くみかえは すすんだのだろう。ジュンスイな シュを　まもるのは むずかしくなっているのでは。 
 
 ゴ 
 
 ジハンキは、このサンジュウネンで かなりふえたが、なつにつめたいのみもの、ふゆにあたたかいのみものしか うってなかったりする。ふゆでも、アイスコーヒーを そういうことでない。ジョウオンのものが なかったり　ということだ。 
 ショウテンに たまにあるが コウバイのむずかしさを かんがえると、「あなたは あたたかいコーヒーを のむべきだ」とケツロンされるかも。そのくらい「ジョウオン」の のみものを コウバイするのはむずかしい。 
 しょうがなく、あたたかいのみものと つめたいのみものをまぜて いいオンドに させたりすることになる。ま、ゼイタクといえば ゼイタクだが、ネンリョウのムダづかい というきがする。 
 なぜ、ジョウオンでは いけないのかと。ま、あったかくて、うれしいときもあるのだが。たぶん、「センシンコク」として、ゆめのような サービスを しなければならないのだろう。 
 ま、テキリョウずつ まぜあわせれば、テキオンの のみものができる。バイリョウ コウニュウすることになるが。そうか、ショウバイだ。 
 
 ロク 
 
 はながさくジキ さかないジキがある。イッコシュルイの ことをいっているのだが。でも、ま、はなの ツゴウなんだろう。さくジキが まちまちだったりする。ま、かんがえてみれば、いまは ふゆだといっても、みなみハンキュウのホウでは　なつだったり。ダイタンにいえば、どこかは はるで、どこかは ふゆだから、あのはなは はるにさくといっても ゴサがでるんだろう。 
 キョネン にわでさいた はなもよかったが、ことしのもよかった。とりもよい。ナナネンまえは、むくどりの すをみてたり。そういえば キョネンのはる、むくどり きていたかな。アンガイ キョネンのはるは はとをよくみた。シゼンが おしえてくれる っていうのがあるかな。ノウサギョウをやるようになってから そうおもう。 
 
 シチ 
 
 わたしも そういうところがあるが、どこかしらに「あし」のモンダイがあるようだ。ジドウシャのことを「あし」とよんだり。トクにサッコンは　ジドウシャシャカイ。そのキドウテキな「あし」がないと こまったり。みのまわりをみても「あし」があったりする。いす、タク。ヨウフウなら ねどこ と。よつあしは ヒョウジュンテキだが、たまにすごいのが、でも みたことないのでやめておく。 
 ま、セイヨウブンカというか やすっぽい まねされただと、よつあしのうえにねるだろう。ま、うしとか、うまとかのうえにねる「え」だ。それだけ シハイというものが カクリツされている、されようとしている、されていた。セイショのキジュツにあった。ただ、いくらブンカテキな ジユウドが あったとしても、その「え」のように セイカツできるのかと、とうてしまう。 
 いぬを かったことがあるが、それなりに アイジョウをもつし、そういう「ロウエキ」を よつあしにかけられるかと。ほかのドウブツで かんがえなくていい、ニンゲンでも、だれかが よつばいになっている うえでやすめるかと。ただ、その「え」を タッセイするような セイヒンは なにもいわないだろうと。それはそれとしても、そういうタッセイを（あなたや わたしのタッセイではない。タブン。）あじわえるのだが、イワカンなく リヨウできるだろうか。 
 ま、ショミンのブンカでないと おもってしまう。 
 
 ハチ 
 
 おととし ゆずのきが のびていたので ていれをしようとおもったら、おふくろがさきに だれかにきらせてしまった。ケッカ とげができた。ばらも こうやって とげができたのかと ナットクした。のばらには げんに　とげがない。とげがあるのも あるかもしれないが。 
 その「いかり」は イチネンほどでは しずまらなかった。ニネンハンほどたったが まだのこっている。 
 
 キュウ 
 
 「き」でまけたら、やっぱりまけになる。ここでの「き」は、まけんき　などの「き」である。ウンドウキョウギ などでのことだ。わたしは タッキュウで それをかんじたが、ソウゾウというのも ダイジなんだろう。かつソウテイで キョウギをする。まけキチョウ（チョウシ）に なっても ねばって かちキチョウをとりもどすと。ニセンジュウサンネンにも そうおもったが、キョネンもそう。アンガイ ニンゲンカンケイも そうかもしれない。 
 ダブリュハイ（セカイタイカイ）が ロクガツにあったが、それもおなじ。やわらかい たまをけるのではなく、モクザイをけるとか タンレンにはいろいろある。 
 ジュウ 
 
 セッスイ（みずの セツヤク）のドリョクを キョネンのはるにしていた。カンバツの ケネンがあったからだ。みずを うまくサイリヨウしたり、ベンジョにながすのを へらしたりで、アンガイ ドリョクができる。やっぱり ベンジョと フロと センタクだろうか。ベンジョは むかし ながさなかった（スイセンではなかった）。フロも むかしはなかったから、このふたつを セツヤクすると トウジっぽいリヨウリョウになる。 
 フロのみずで ベンジョをながしたり、ショッキをあらったあとのみずで　ながしたりもできる。ケッコウ ショッキあらいも ショウリョウですまない。ちゃんと おけをよういして あらうべきだろう。 
 ドリョクのかいあって、ノウギョウヨウに みずをまわせたし、おもわれたカンバツにも ならなかった。フロおけ イッパイのみずで イッカゲツは　ひとりブン まかなえた。ま、ケッコウなドリョクだから、トシカしたニホンジンには むずかしいチュウモンかもしれない。 
 
 ジュウイチ 
 
 ちょっと さそいがあったら かんがえてみる。オンガクにさそわれたら、エイガにさそわれたら、（みるのではなくて）それを つくってみることを　かんがえる。もし、あなたが ひまだったらだが、そういうことを やっているとタイクツしない。モチロン、すなおにみにいっても タイクツしないだろうが、おかねがでていってしまう。おかねをへらさずに、しかも タイクツしない。そうやって シュミはふえていくとおもう。カンセイケイに　こだわることはない。じぶんなりに カンセイさせればいいのだ。 
 
 ジュウニ 
 
 はるには、ショクブツの は がまっかにそまる。みなみハンキュウの あきだから、などと じぶんなりにかんがえる。おそざきの はな なんかもあったりする。かんがえてみれば トウゼンで、ニンゲンのツゴウどおりに　ショクブツが うごいているわけではない。そういうヘンカも いいとおもったりする。 
 でも、ま、みなれたのがいいとか おもうと そういうヘンカのブブンを　ていれしたりする。ま、なかなかヘンカに タイオウっていうのは むずかしい。まだまだベンキョウチュウ。 
 ベンキョウチュウ だからたのしい。すべてをしってしまうと クツウかもしれない。ま、そうなるのは ダイタイ としよりになってからだろうけど。 
 
 ジュウサン 
 あめがきもちいい。よくカエルがなくこえを きいたもの。しかし ところによっては そうもいかない。そういう なきごえを きけるところが へっているかもしれないが、そういうところを イジしてほしい とおもう。トシばっかりふえても たべもののうばいあいに なるわけだから。ダイジにしたいものだ。 
 
 ジュウシ 
 
 くにのシュショウは いろいろなところにいって はなしたりする。そこで、ワフク（きもの）では どうかなどと おもってしまった。ただのワフクではなくて、うごけるワフク。むかしは そういうかんじで サムエ とか　かんがえたかもしれないが、そういうワフク。ただのワフクだと ロウドウシャっぽくない。だからうごけるもの。 
 
 ジュウゴ 
 
 フウセツテキな イリョウジョウホウが きらいだ。それを きいたひとは、なにかが なにかによい、とか、なになにをたべると なにになりやすい、とか、そのジョウホウを だれかにいってみたり。よけいなおセワだ、とおもう。なにが なににいい、とかならまだいいが、そのてのジョウホウは ごジブンの あたまのなかに シュウノウしたままに しておいてくれって。 
 ダイタイ イシャじゃないんだから、セイブツガクシャでもないだろう。もとめられたときだけに してくれって。「クンシ あやうきに ちかよらず」　である。 
 
 ジュウロク 
 
 めしに ショウユをかけて ショウユハン。くろずをかけて くろずハン。でもおいしいのは リョウリの のこりじるをかけたごはん。「のこりじる」というのでは なさけないかもしれない。「あまった たれ」といおう。だからどんぶりにするんだ。 
 ごはんのばあい、たれが のこったさらに ごはんをうつして、たれをつけてたべるのが むずかしいから どんぶりになる。あげものをしたあとの　あぶら（いいものを あげたのなら トクによし）を つかって やきめし。これもうまい。 
 
 ジュウシチ 
 
 かきごおり、むかしは みどり、き、あか、とかぐらいの たれ しかなかった。そのあと、あおとか むらさきが くわわった。でも、カテイで、シハンの たれをつかい つくれるようになってからは、かきごおりにかんする キョウミはうしなわれた。しかし、いまかんがえてみれば、あるくにで　たべた、ギュウニュウと くだものをのせたものは すごいとおもう。 
 
 ジュウハチ 
 
 おおきな ソーセージ（ベツないいかたが あるが まぁ）をたべた。ニホンジンなら、ちくわとかを たべるのが ただしいか、かまぼことか。それが できなかったりするから、「アイデンティティ」だなんだの むずかしい　はなしをするのだとおもう。 
 
 ジュウク 
 
 うまかったとおもう ヤタイリョウリ ジョウイサンイは、イチイ、テンプラ（いわゆる、テンプラでなくて、ポルトガル [だとおもう]リョウリとしての、テンプラである）。ニイ、ハンバーガー。そういえば このまえみかけたが、かうのをわすれた。サンイ、ぎょうざ。やきとりもいいし、ステーキは あいにくたべたことがなかった。でも、やっぱり、ヤタイが そこそこキョウソウしているから うまいんだと。そういえば、さかなの しおやきもいい。とうもろこしを やいたものは サイキンみないような。 
 
 ニジュウ 
 
 しごとは ジブンをたすける。しごとをしないと あたらしいしごとが　あったとしても みのがしてしまいかねない。しごとをしないと、タイクツになって、ショウヒシャになりかねない。 
 はじめは、しごとっていったって あかじだろうし、ばあいによっては　かって やるようだろう。しかし、そのしごとをやっていれば、タイクツしないし そのほかに そんなにかねをつかわない。タンジュンないいかたをすれば、シュミがコウじてしごとになるような。わたしもオンガクとかやっていて、ロクオンしたものをつくれる。ほかには、ズイヒツをしたりで、こうやって ほんをつくれるようになった。ほかにも エイゴとか リョウリとか また、セイヒンもつくっている。 
 しごとをしていれば うまくなるし そうすれば よりヒンシツのたかいものをつくれる。ほかにも あたらしいクフウを おもいついたり。なにもしなければ なにもできない。わたしは、しごとの「き」を そだてて みがなる、というふうに おもっている。しごとをそだてると、はたさくも ショシンシャだが、いろいろあっておもしろい、はながさくときれいだし、みができればしめたもの。 
 
 ニジュウイチ 
 
 かかないと ジをわすれる。わりと いわれることである。かといって ムダにかいても しょうがないし。なら、からかき をしよう。ジをかく すぶり である。 
 
 ニジュウニ 
 
 わたしは なにかをタッセイすると マンゾクをおぼえたりする。いったことをやる というのは わりとよくあることだ。でも、チュウガッコウで　いった エイゴのモンクは いまだにタッセイしてなかったり。「アイ プレイ テニス」なんかは そのテンケイである。「アイ プレイ ギター」はタッセイしたが たまうちのホウは、タッキュウ（テーブル テニス）は やったりするものの、タッセイはされていない とみるべきでは。 
 だから そういうエイゴキョウイクを カイゼンしたホウが よいとおもう。「どうせ、うそだろ」じゃ しょうがないのである。いつか たまうちを　タッセイしようとおもっている。こういうわけで ニホンのエイゴキョウイクは コクサイテキに サイテイとされているようだ。 
 
 ニジュウサン 
 
 まえに みずのセツヤクをしている　はなしをした（●ジュウ）。センタクも そのドリョクのイチブである。センタクキをまわせば それなりにきれいになるが、みずを セツヤクしているときの キジュンからいうと、ハツカブンとか　つかってしまう。だから てあらい。でも、センタクに つかったみずを ながさないで、サイリヨウするホウホウもあるが、テキトウな ホゾンヨウキがなかったので センタクにつかったみずの サイリヨウはできていなかった。 
 どうせなら センザイをつかわないてもある。タンジュンな シゼンケイのセンザイならいいが、そういうのは みつからない。そのまま はたけとかに まければいいのだが。タンジュンな　よごれは まあまあおとせるが、カガク（ヤクヒンなど）よごれは なかなかむずかしい。それを どうおとすかが コンゴのカダイである。 
 
 ニジュウヨン 
 
 サイキンのデンサンキ（モジをうったり、ブンショウを おくったり、インサツしたり、かいものをしたりする あれである）は ふたつのサギョウを ドウジシンコウさせるらしい。それがすごいのかというと、まぁ、しごとができる、はやい、ということなのだろう。 
 しかし、ジュウキュウセイキの エイコクでは、みっつの しごとができるひとが シツギョウしていたらしい。だから、タンジュンにいえば、ふたつの サギョウでも、みっつのしごとでも だめなんだろうと。だめ じゃないんだけど、それじゃ シツギョウシャのなかまいりと。 
 じゃあ よっつか なのだが そういうデンサンキもあるようだ。だから　よっつのしごとは いまのキホンといえそうだ。ただ、いつのダンカイで、ふたつのサギョウをする デンサンキを、シツギョウさせるかはわからない。 
 
 ニジュウゴ 
 
 さきに、みっつのしごとができるじゃ あまいとかいた。ゲンザイは よっつのサギョウができる デンサンキがあり、また、ニンゲンも よっつのしごとをできるぐらいが ジュウキュウセイキの エイコクのキホンだったようだ。たしかに よっつのしごとはできなくない。しかし、よっつのサギョウができる デンサンキに、ぼううで（ロボットアーム）をつけたら、ニンゲンのロウドウシャが シツギョウしかねない。だって ユウシュウなんだから。ガッコウでまなぶジョウホウも ちいさいキロクブヒンに おさまってしまうし。 
 じゃあ どうすればいいかというと、やっつのしごとを すればいいんだろうと。「デンサンキをこわせ」じゃ「またか」になってしまう。センジュカンノンの え がうかぶ。かしこいひとは、デンサンキから まなんでいるんでしょうね。 
 
 ニジュウロク 
 
 もし、あしたに ダイハカイ（とんでもない ソウラン）が おこるとしたら もう くには やくにたたない。ダッシュツヨウの ウチュウセンが ハイビされているとは きかないし、もし ひがしがわの くにでも、ドクジに　ダッシュツを こころみるのだろう。そういうイミでの「コッカの　おわり」は カクジツそうだ。 
 
 ニジュウシチ 
 なつかしいあじ。おいしいよりも、そういうあじが カチが あるかもしれない。カテイリョウリの デンショウがおこなわれて いなければだけど、デンショウは なかなかむずかしかったりする。 
 あるとき ニセンジュウヨネンのゴガツだ。あげものをした。タンに あぶらの ショウミキゲンぎれが ちかづいていたので やったのだが、なべを　イロリのようなところにおいて すこしずつあげる。あげものは だれかが　タイリョウに あげてでなく、それもいいんだけど、すこしずつあげて たべるのがいい。ケッキョク なべぶぎょう のようなひとが はしをもつにしても。 
 えびをあげたり、やさいをあげたり。いいあぶらをつかうのが こつですかね。つけものをヨウイしておくと すっきりする。もちも いいし うまくやれば いためごはんもできます。あと、だしのでたあぶらは おダイジに。おいしいですから。 
 
 ニジュウハチ 
 
 きられて きずついた ゆず（●ハチ）。イチネンたって、ちょっとだけ みがとれそうだった。それをわすれて センテイしてしまい、そのちょっとだけの ちいさいままの しゅうかく のみとなった。でも においはするし ほんものである。 
 それをみずにいれて そのみずをのんだ。うまい。ラムネとか レモネード とかいうけど そういうことだ。「ラムネ」は ライムを、「レモネード」は レモンを。ゆずだから ゆずすい にしとく。あとから あじつけをしてもいいが そのままがうまいかな。ゆずブロもいいですが、ネンカンとおしてのめる ゆずすいもいいと。ま、シハンのでもできますが。 
 
 ニジュウキュウ 
 
 き というのは、ホンライテキに、したのホウのみきが ロシュツしているのかと。しっかり カイソウテキになった きは みごとだが、ニンゲンが　てをつけてしまって、したのホウが ロシュツするのでは とおもう。だから うえのホウに ハンモすると。もし、ニンゲンが てをつけたとすれば、なぜ はしごをつかわなきゃ みがとれない かたちにするんだろう。はしごやの サクボウか、っておもう。でも かうホウも わるいんだな。 
 
 サンジュウ 
 
 サイキン、ショウユや ソースをかけて（ごはんにでなく、おかずに）たべることをしていない。たれが あるとちがうのだが、それをいうなら、チュウカそばが ヒジョウに もったいないともう。あれ、しるをのこすひと　おおいでしょ。ゾウスイみたいにして たべればいいけど、はやらないのか。 
 チュウカそばの たれは いろんなリョウリにつかえる。タンに コクモツをたべるだけでなく。うみをわたると、そばのうえに ギュウニクをのせたりするが、そういういいものに あのたれをつかいたい。やきぶたも わるくないが、さかなとかにも いいたれでなかろうか。あじのみそだれとか、さばのとんこつふうみとか。もうひとつ いいたれがありますが、それはナイショ。 
 
 サンジュウイチ 
 
 「のばら」や「ます」（たしかシューベルト）などのキョクが めざましドケイに キロクされていたものをつかっていた。そういうのを つくろうとおもえば つくれるんだろうけど、ケイタイデンワで やるてもあった。そのホウがてっとりばやい。 
 ジュウゴネンまえの ケイタイデンワで それができて、サイキンのだと　ガッショウまでならせる。さすがに そんなユウガなキブンで おきたいとはおもわないが、「ごシュジンさま、キショウの おジカンです」とか なまごえを キロクした めざましができそう。まぁ、もっと ゲビたかんじで　やったほうが いいんだろうけど。 
 
 サンジュウニ 
 
 ゆずすい（●ニジュウハチ） のかわりに、たまたま てにはいらなかったので、りんごすいをつくった。まぁ、これもうまい。ただ、あまり すっぱいのだと なさけなくなってくるので、すっぱいのには なにか たしたホウがよいとおもわれる。 
 
 サンジュウサン 
 
 ニクと ニクじる、どっちがダイジなのかと。やっぱり かたちというか　シツリョウのおおきいホウが ダイジなんだろう。なにしろ ニクだから。だからといって ニクじるもすてがたい。でも、かつおだしとかで、ニクのホウを ダイジにしなかったから（ほかのリユウがあるにせよ）ニホンジンは タイカクが ちいさかったんだろう。いまはカイゼンチュウか。ヘンに　ニクのあぶらみを ありがたがったりしているみたいだけど。わたしは しもふりより あかみハです。 
 
 サンジュウヨン 
 
 「チンモクはキンなり」と、わかいころは そんなことばもわすれて なにかしゃべろうとしたり。いまでも ついしゃべりすぎた っていうのは　ありますが。ケッキョク なにもないのがよしで、それをおもんじると。なかなか、なにもない、にもっていけなかったり。でも、「かがやき」は ひとを だまらせるというフウにも かんがえられる。でも、ニンゲンって、しゃべりだしたら ケンカするぞ っていう カクゲンかもしれない。それぞれですからね。 
 
 サンジュウゴ 
 
 もし、ひとが キンだったら、いえは「キンコ」。たくさんはいる「キンコ」もあるし、あまりはいらない「キンコ」もある。でもいい「キンコ」は、いい「キンコ」なんだろう。でも、リュウツウというか、たまには　そとに　でまわっている　かんじがいいですね。 
 
 サンジュウロク 
 
 オンガクをやりはじめて ニジュウネンイジョウたつ。ゴ、ロクネンまえから、わりと ふつうのオンカイは そこそこひけるようになって、ハンオンあげたり、さげたりの レンシュウをするようになった。で、ジブンなりの リロン というか オンカイをかんがえたり。で、イッコ おもしろいオンカイをみつけた。ま、キカイがあれば ヒロウするのも。 
 カラオケというのは、エンギみたいなので すきでないが、ドクソウするのにいいかも。ドウヨウみたいなのは なつかしくおもう。カラオケじゃ、モホウにすぎない。ツイカテキな「ドクソウ」なら、いいしごとかもしれません。 
 
 サンジュウシチ 
 
 ダブリュハイサッカー。キョネンは ジカンがなくて あまりみることができなかった。ま、ゴネンまえのタイカイでは ちょっと ネツをいれてみていたが、キョネンのはである。ま、ニカイセンに いけるかぐらいにおもっていた。でも、いけなったみたいだ。 
 「カップ」というのに ゲンブツは「カップ」じゃなかったり。だから スープとか さけとか あれつかってのめないな。 
 
 サンジュウハチ 
 
 めしと ヤサイもりを カゴウさせたらどうなるか。ヤサイずし とはいわないか、でも そういうフウミになる（タンジュンな　たれをつかえばトクに）。ヤサイざら のホウに ニクがあれば、ケッコウなごチソウに。ちらしずしとか。それにきづいてから しばらくは、ごはんと ヤサイもりが でるたびに、すしにしてたべていた。くろずめしも なかなかうまい、いわゆるくろずでないのですが。 
 
 サンジュウキュウ 
 
 ケッキョク、たたかいっていうのは、くにとか おおきいものの ためにでなく、アイした ちいさなもの のために たたかうのではないか。だから　くにのヘイには キュウリョウがヒツヨウなのだろう。 
 
 ヨンジュウ 
 
 ゼンコウ、よいおこない、をつみなさい、とおもう。アクギョウより　ゼンコウのホウがいいし。タンジュンに キゾウしたり、ロウドウリョクを だしたり。ジブンにも まわってくれば たすかるし。ま、ゆずれないブブンはあるけど。 
 
 ヨンジュウイチ 
 おとなになるっていうのは、あるブンカを ダッピすることだとおもう。ま、こどもようのブンカとか、ミジュクなブンカとか。キョクロンすると、キョウイクでうけた ナイヨウからも ダッピしたホウがいいだろう。ナイヨウと いうわけは、キョウイクでうけた ガクシュウするような ギジュツは ダイジにしたホウが いいとおもうからである。 
 ナイヨウは どうせ だれかが かんがえたことで、デンサンキの コガタキロクブヒンに おさまってしまうようなことだからである。わたしや あなたが かんがえたことでないし。ぶつぶついって あそびたきゃ、キョウイクテキな なにかと あそんでいるのもいいかもしれない。 
 
 ヨンジュウニ 
 
 「にが」という のみものをつくった。おチャ とは またちがったかんじで。ただ ホゾンには いろいろなやりかたがあるのだと きづいた。トウキにいれておけば ハッコウしたりするし、すきとおった、トウキ、いわゆるガラス では あまり ヘンカしなかったり。ハッコウしたものは つかいみちが まだおもいつかない。 
 
 ヨンジュウサン 
 
 ノウギョウをやって、laissez faire（ジユウホウニン）が ダイジなんだとおもう。そりゃ それぞれのジジョウがあるし。ダイコンなんかも ほうっておいたら たねができて、しっかりそだっています。へんに てをくわえないというか。 
 
 ヨンジュウヨン 
 
 そういえば、くみかえさくもつをつくっている ところがあるんだ。まぁ、シュウリョウを あげたいっていうのは わかるけど、ちょっとの くみかえでも ビンカンなひとは どうかと おもってしまう。わたしも そういうのを イッカイそうじしました。ショウクブツドウシの エイキョウもあるみたいで。 
 でも、ジュンスイに こだわっていれば シュウリョウが おちるんだとおもう。シンカをみとめれば シュウリョウは イジだけど みとめなければ　おちると。それなりに ていれをするわけだから。ま、またかんがえたい。きにしなきゃだけど。 
 
 ヨンジュウゴ 
 
 おとなのフットボールとは どんなものか。あいてのゴールに、「ゾウトウヒン」、さけとか、ハムとか、ゴミとかをうちこむ。ゴミ じゃないホウがいい。でも、セイキュウショがとんできたら ソシしなくてはいけない。ニホンのセンシュが ハイタイして イチネンハンたとうとしているが、もうつぎの ヨセンをやっている。ただ、ショミンにとってダイジなのは、おとなのフットボールだ。 
 
 ヨンジュウロク 
 
 おふくろのてリョウリは なつかしい。でも としがたつにつれ シンカしたとおもう。なぜか よくつくっていたリョウリは コンビニエンスストアの ソウザイの ふくろづめとして ならべられたりしていて、ま、つくるひとが かわっただけだが。ベンリになったこといえば、チュウカフウの リョウリなら たれをかってきて つくれたり、なべものも つゆを かってきて　つくることができるようになったこと。おこのみやきが たべたかったが、それも もとがあった。たこやきのもあるんだろうか。 
 ヨンジュウシチ 
 
 なぜ、コウセイショウ（ギョウセイキカン）が、コウセイロウドウショウに かわったか。「コウセイ」をあるテイドしたら、つぎは「ロウドウ」をしてくださいと。ケイサンショウ もそうだ。「ケイザイ」がよくなったら「サンギョウ」してくださいと。ま、「ロウドウ」も、「サンギョウ」もしているかな。だから、「ノウギョウ」をがんばったら、「スイサン」も しなくちゃまずいかな。イチオウ ヨウショクのジッケンは しているけど。 
 
 ヨンジュウハチ 
 
 なぜ「ベッド」なのか、ねるのにつかうのです。ふとんでもいいはずだが。よつあしだったり、むつあしだったり。よつあしって、うしとかの うえでねる「え」ですわ（●シチ）。おれは そんなにできたひとじゃない となれば おりるしかない。ふとんでジュウブンと。セイヨウテキな というか シハイによって カノウになるんですかね。ベツに キリストキョウトじゃないから たたみにねないとです。ゲンダイの「ふみえ」かもしれません。いすもそうですね。やっぱり ザブトンですかな。 
 
 ヨンジュウキュウ 
 
 なぜ かみにかいていた ショを パソコンでうつようになったのか。どうでもいいブンショを かいていたうちは きづかなかったが、ひとつ、コウセイするてまを はぶくためだとおもう。たぶん ジドウコウセイキノウを　たよりにってことなんだろう。 
 ゴジが みつかったらとか ちょっとレッカしたら ジドウテキに シュウセイすると。そうすれば てまがはぶけると。しかし、ヒョウケイサンキノウは あてにできない。なぜなら ひどく ジドウシュウセイの ケッカかは　わからないが、レッカしてしまったから。それなら かみのホウが アンテイしていますよ。タショウ コウセイするのは くせとして のこしておいたホウがよいと わたしはおもいます。 
 
 ゴジュウ 
 
 セイヒンのリョウが おおいと カンリがタイヘン。だから、レキシ をとじてしまって、おなじセイヒン、シュリョクセイヒンだけを つくったりするのだろう。でも、わたしは まだ、レキシを とじようとはおもわない。レキシをすすめているホウがたのしいから。 
 
 ゴジュウイチ 
 
 ゴミが おおいとタイヘン。しごとが すすまなかったり。だから キョクリョク ゴミをださないようにしたり。マイバッグ というのがあるけど、それをもっとすすめて みせにヨウキをもっていったり ドリョクのしようはあります。 
 
 ゴジュウニ 
 
 ジョウホウもまた セイリがタイヘン。デンシメールなどは いまのところ イッコイッコ ショブンしていますが ジカンのムダだと おもってしまう。むかし、ストックしていたときは すこしずつ デンシメールをショブンしましたが。いまでは ジュウヨウなのだけ かみに アウトプットしようとおもっています。それで ゼンブショブンしてしまったり。ジカンのムダはもったいないから。 
 ゴジュウサン 
 
 キョウイクは ブンカをかたくすること。でも ケッキョク、なんかの あととりにでもならないと、そのキョウイクトウシから シュウエキをあげることはできない。たしかに「しる」ひとにはなれるが、やっぱり つくるとなると セイトウセイが ヒツヨウになったり。だから わかいひとは ジブンで かんがえたホウがいいのだろう。デシになるだけじゃ たべていけない。それなら ジブンでかんがえてとおもう。 
 シュミをもちたいのなら まなぶのもいいかもしれないが、そんなかねもちじゃないなら、ジブンでかんがえ つくるべきだ。で、デシでも もてば　キョウイクをするのかな。わたしは かんがえたいから あまり しごとにカンケイあるようなホンや ザッシは よまないようにしている。でも、ホンを よみたくなったりするから、シュミのガクモンブンヤの ホンをよんだり。しらないことが いまは ダイジかもしれない。どこかに ニュウモンするならともかく。 
 
 ゴジュウヨン 
 
 フンをうみにながせば、うみに シゲンというかがたまる。ハイセツブツ　といったって、こしたあとの ショクブツ、ドウブツセイブンだから。ま、それをうみにながしていると。ま、すくなくとも かわには ながしている。だからうみに も みたいなのが ハッセイしたりするんだろう。 
 むかしみたいに はたけにまけば、わりとちかいところで ジュンカンする。でも スイセンベンジョは やめにくいんだろう。ショクブツだけなら　はたけと ジブンとで ジュンカンするだけだ。ムダがないから ヒリョウも　そんなにいらないだろう。 
 
 ゴジュウゴ 
 
 なつだったら、ためいけ（プール）にいって ホンをよむのがすきだ。うみがちかければ うみなんだろうが。はれたひに のんびりと。たまに みずにつかって。でも キョネンまでのサンネンカンは そういうやすみは とれなかった。ことしは ひさしぶりにいけました。 
 
 ゴジュウロク 
 
 マージャン。「すごい」マージャンは、ニハンであがったら、ふたさら リョウリがでてくる。ゴハンだったら ゴさら。すごいリョウリニンは、つぎに なんさらであがるかを ヨソクして、あがるまえにジュンビ。あがったら すかさずだす。 
 そういうマージャンが あったのかはフメイですが。 
 ゴジュウシチ 
 
 むくどりに すを テイキョウしたことがある。あまどのシュウノウバに　むくどりが すをつくったのだ。しばらくすると、ひなが くちをあけて なくようになった。つがいのカタホウが すのちかくで ケイカイしていた。すをのぞくと うるさくないた。ビスケットかなんかを さしいれしたが　たべただろうか。ま、いいものを みつけてくるんだろうな。どうも おふくろが いやがるようで、ニカイめは ソシされてしまった。 
 
 ゴジュウハチ 
 
 わりとサイキン とりに えさをやっている。なんか はらをすかしているような そんなきがしてあげている。まえは ちょっといったところに とりや（はとにえさやっている）というかがあったが、みせを しめてしまったようだ。ま、ふゆだと ショクリョウがすくないのだろうから ケッコウたべていたな。 
 
 ゴジュウキュウ 
 
 ダイコンをそだてたが コウチョウでニダイめができそうだった。できそうだった、というのは カジンに ショブンされてしまったからだ。それもキョネン、ことしのニカイ。ニンジンはなんとか ニダイめがそだっている。ヨウスをみたら、ちいさくそだっていた。このふゆで ねが そだつんだろうかと キタイしている。 
 
 ロクジュウ 
 
 ごはんに くろずをかけてたべる。くろずといっても「キンダイ」くろず。ショウユハか、「キンダイ」くろずハか、という といがあったが わたしは「キンダイ」くろずハ。あさめしを よくそれだけでたべた。でも エイヨウブソクである。いまかんがえると。 
 
 ロクジュウイチ 
 
 サイキン、ユニュウものの スパゲッティとかうっているけど やっぱり　ほんものはすごい。こむぎの あじだけでなく、こうばしいフレバー とかがあったり。やっぱり すごいのは ちがうとおもってしまう。それに、スパゲッティの すごいところは、みずでゆでられるんです。おゆ、じゃなくて、ジョウオンスイ。ちょっとジカンがかかりますが、ケイサンすれば ダイジョウブ。ネンリョウが なくてもたべられる。だから、ヒジョウヨウにもいいでしょう。イッカイ、そばも ジョウオンでゆでたら ぐちゃぐちゃに。ま、あがりが はやいのでしょう。ケイサンですね。ヒジョウヨウに ためておくことにしようとおもいます。 
 
 ロクジュウニ 
 
 キュウカになにをするか。ゆくゆくは つりをしたいが、ま、てがるにできそうなの。それと。わたしも「アイ プレイ テニス」って いっちゃったから（●ニジュウニ） テニスと。みちのえき とかで たべあるきをしたいけど、あるきとか ジテンシャでは なかなか できるもんじゃない。ケッコウとおくに いかないとだから。ショウテンガイの たべあるきはどうか。でも、あまり、トクサンヒンが うられているきがしない。ケッキョク、ことしは、スポーツカンセンをはじめました。 
 
 ロクジュウサン 
 
 ちょっとまえに よくたべたおカシは、いもガシと まめ。ソボクでいいとたべていたが サイキンは あじつけのこいものを ケッコウたべている。まめは、ダイズをいったものだが、たべすぎなくていいとおもう。こめを　あげたものもいいな。たべすぎない。コクサンヒンもあるし。サイキン ラッカセイなんか チュウゴクサンばっかり。ガイコクサンを たべるのなら　そのくにのひとと なかよくしなければならない。スイメンカというかで　カットウがおこりますから。ティティピーをすすめると やっぱりそういうモンダイも。ゴジュウゴネンタイセイ（ジミンセイケンによる）は ガッシュウコクと なかよくしておけばだったけど まぁ、いろんなところと コウエキをすると なかなかむずかしそうですね。やっぱり ジミントウタイセイのホウが わかりやすいかな。ま、コクサンに がんばってもらいたいです。 
 ロクジュウヨン 
 
 ニクマンはおいしい。ショカツ（チュウゴクの カンのジダイに カツヤクしたとされる）センセイを おもいだすが、そのショカツセンセイが つくったセイヒンが ニセンネンちかくたっても のこっている。ニクをいれた マンジュウというやつである。 
 ただ、ショカツセンセイは シッパイをしたとおもう。なぜなら、ジブンにできないことを カン（おなじく）ショウグンに ヨウキュウしたことだ。だから ケッキョク あまりいいホウにいかなかった。もっと ショウグンを　おくればよかったのかもしれない。 
 
 ロクジュウゴ 
 
 マルクスは なにをのこしたか。キョウサンシュギコクと だれかがいうかもしれないが、わたしにとっては そうでない。いや、それもあるけどだ。ケッキョク、シホンカが つよいのはしょうがない。ロウドウシャは はたらいて かねをてにする。だったら、ウンドウするジカンをけずって かねを てにしたほうがよいのではないかと。つまり、はやいものがちだと。だから、すぐにやらなければならない。 
 たしかに ウンドウをして タショウ チンギンはあがるかもしれないが、そのために ついやすジカンは、そのジカンはたらいていたら どのくらい　かせげたかを かんがえるとどうなのかと。ケッキョク シホンカがはらったりするんだろうけど そのキギョウは シキンテキによわる。それは ロウドウシャにとってどうなのか。ソレンのようにセイコウした、する、かもしれないが、キョウソウでは うまくなかった。いいコウエキができないとなれば、その、シホンカ、キギョウはよわっていく。それだったら、すぐにしごとをしろと。そういう、マルクスのキョウクンは いかしたい。 
 キョクロンすると、ハンセイするまもないのだ。だから、コンサルタントなんだ。コンサルタントになりたきゃ ケンキュウするといい。でも、ゲンバがダイジじゃないかと。それに、そのしごとのセンクシャもいる。レキシのケンキュウを しているようじゃ ニリュウだと。シュウエキを　あげられるんならいいですが。 
 
 ロクジュウロク 
 
 ダブリュハイとか うたばんぐみとか そういうときだけ ガメンをみたいとおもう。それならレンタルでもなんだけど、それができるほど キョウキュウがブンサンしていないのかな。もうちょっと みるばんぐみがシュウチュウされれば、レンタルで ばんぐみキョウキュウも カノウだろうか。わたしは、みたいバングミがあると そのときだけ デンサンキでみるようにしている。ほかは、おとだけのジュシンでジュウブン。いまなら あとで ディブイディスクもあるし。 
 
 ロクジュウシチ 
 
 よく センエンのみカイをやった。ま、ジブンいがいは センエンごえだったりするのだが、かってきても、のみにいってもセンエン。くわなきゃセンエンブン のめるわけだから。やすいショウチュウの ボトルとかを　たのんでしまえば ケッコウのめる。のまないなら ニヒャクエンのジュースとか。アンガイのめるものです。 
 
 ロクジュウハチ 
 
 ちいさい とうもろこしとか、ちいさい トマトとかある。でも、ちいさい たけのこは カノウだろうか。ささがよくはえるので、カノウといえば　カノウなんだけど、はえるまえに ほりだすって むずかしそうだ。このまえも ささがそだっているのをカクニンした。しかし、はえるまえに みつけるのは むずかしい。チンミみたいなあじつけにしたら うまいとおもうが。 
 
 ロクジュウキュウ 
 
 キョクをつくるときに やくにたつのが テープレコーダー。いまは アイシーレコーダーとかが よくでているが。ロクオンして あとで フメンにしたり。むかし、ミュージシャンが そういうつかいかたをしていたと きくが、たしかにつかえる。ただ、テープレコーダーは いま しなうすなので こわれるとつらい。キョネンもイッキ こわしてしまった。キーボードにむかってつくるより シゼンなかんじになるかな。 
 
 ナナジュウ 
 
 シャシン。いまは デジカメとか ケイタイデンワのカメラとかが おおいようだ。でも コンビニで カンイコウガクシャシンキがうっていてたすかる。ソクセキシャシンキとか いま ほしいとおもうが セイサンをチュウシした ときいたことがある。フィルムというかが てにはいるんだろうか。あるキギョウのは うっているらしいが。 
 
 ナナジュウイチ 
 
 さかな、きづかなかったけど、タイリクでは さかなはキチョウなんだ。しまぐにってことを わすれていた。ま、ユソウはハッタツしているんだろうけど、うみまで ヒャッキロと センキロでは おおきなちがいだ。コウキュウチュウカリョウリの ようなのが、ショミンテキなショクドウで みられないわけがわかる。ニホンだったら せいぜい うみまでヒャッキロだからできるんだろうけど、タイリクでの さかなリョウリはコウキュウだと。 
 
 ナナジュウニ 
 
 おチャに あまガシ、だから くろコーヒーに あまガシでもいい。でも　いわゆるあまガシは マイニチ たべるようなものでも ないようなきがする。だから あまコーヒーか。ちょっとまえは、センベイとかじゃなくて、いもガシ とか いりダイズが きにいっていた。そんなキョウレツな あじはしないが、まあまあおいしい。なかなかすすまないから というのもあったが、なれれば たべてしまうもんだ。こめガシもいい。 
 
 ナナジュウサン 
 
 おととし、エンカを つくろうとおもって（おおきなイミでの「エンカ」）、しばらくたって、キョネンようやく ネンガンがかなった。まぁイッキョクだけだけど。ジュンスイなエンカは むずかしいかな。おはやしとか みたいなのも むずかしいし。ま、なれというかなのかな。それはそうと、キョネンから ふえをふきだした。イゼンに おとがきにいって てにいれたのだが、しばらくほったらかしだった。しかし、それっぽいようなキョクが できたので サイチョウセン。ふえジタイはへたくそだが、それヨウのキョクは かきつづけている。そのキョクを サギョウをしながら　うっすらかけるのもわるくない。でも、ふくのは なかなかジョウタツしない。 
 ナナジュウヨン 
 
 タッキュウをやったりする。あれのおもしろいところは、ジブンの きがまえで ケッカが ちがってくるというか、まけるき ならまけるし、そういうヘンドウが おもしろかったりする。ドウじないのが タイセツかな。サッカーなどの しあいをみていても、たとえば、ニホンチームには そういうジャクテンがあったり、ま、みるほうも やっぱりなんて おもったりすると そうなったりする。つみかさねシダイなんだけど、まぁ タイカイじゃ つよいチームがでてくるわけで。ま、ドリョクですかね。 
 
 ナナジュウゴ 
 
 「キンダイ」くろずごはんは すきだけど、カンキツごはんを やってみたい。レモンごはんとか、すしフウになら さかなをのせるんだろうけど、とりあえず それだけでも。でも こめずを つかうのがただしいのかな。 
 
 ナナジュウロク 
 
 「スカッシュ」というのかに キョウミがある。かべをあいてに たまをうちつづける。わたしも たまけりを かべをつかってよくやっていた。かべは シンのシコウテイが ハツメイしたのかな。「バンリのチョウジョウ」がある。いや、そのまえから ジョウヘキがあったらしいから、もっとむかしのひとのハツメイなんだろう。ま、でも イダイなハツメイだ。 
 
 ナナジュウシチ 
 
 ここしばらくかわらないが、「セイギ」っていうのが むずかしい。だれかが それをシュチョウしても、いや、こちらが「セイギ」ってはなしになるから、それじゃ しごとをするか とかなったり。「テロ」もそうだ。グンを だすのも そう（テロ）だろとか。しょうがないから リョウイキにわけて、「セイギ」をイジするのかな。「セイギ」という オウみたいなのをたてて、それぞれやっていこうと するわけかな。でも、カクダイしようとしたら たたかいになるね。 
 でも、うみにでで、コウカイジョウで 「セイギ」を シュチョウできそうだ。カイゾクとか いわれるだろうけど。そのジャクテンは、ショクリョウ。つくれればだけど、どっかから かわなきゃならない。だからむずかしそうだ。イッパツあたれば しずんじゃうし。それが 「セイギ」としたら　もろい。だから、フツウは、「セイギ」の ジュンドを ひくめて、タイキュウセイを あげるのかな。うみじゃなくても ショウトツすれば、しんじゃったりするわけだから。 
 
 ナナジュウハチ 
 
 ニホンジンが ドリョクしたから センゴフッコウなのか、ガッシュウコクのドリョクで センゴフッコウなのか わからない。どちらもあったんだろうが。でも、センソウにかんする つみぶかさがあれば、それなりのやりかたをするだろう。ニホンジンが センソウにカンする つみぶかさを ヒョウゲンしているのには であったことない。あまり、そういう　ゲンバを　しらないからか。やっぱり、セイカツが アンテイしてくると、「イショクたつて エイジョクを しる。」というように レイがダイジかもしれない。イレイもダイジだが ほかにもダイジなことはある。センソウでのヒガイを　ベンショウしたり。でも、そういうのは やはり コジンでやるべきなんだろう。センソウに カタンしたんだろうから。サンカしないことも できたはずだ。たしかに キョウセイセイは あったとおもう。でも キョヒすることはできた。おおきく くくればだけど、ベツに くくらなくてもいい。コジンのシュウゴウが シャカイなんだから。いまみても そういうあぶなさはあるとおもう。でも、センソウ、わたしにいわせれば「わるい」センソウだ。ヘイがにげられないんだから。そのハンセイをいかすなら、そういうキョクメンでも キョヒすることがダイジなんだろう。センゴクのとき　みたいだったら しょうがないメンもあるが。 
 
 ナナジュウキュウ 
 
 コッキョウは グンのハイチ とかんがえればいいかもしれない。だから、センカクショトウでも おしもどそうとするし、イラクでも カイフクしようとする。でも、ショウトツがおこったらどうか。おたがいギセイがでる。あいてがギセイを ださせた というだろう。ただ、それがシュウダンだと、だれがわるいのか となる。グンのセキニンシャが バイショウなどをするようか。それなら、ダンガンに うつひとの なまえをほっておけば、セキニンモンダイは わかりやすくなる。タンジュンに そのひとがバイショウしておわりとか。チョウヘイセイなら むずかしいけど。ヘイにセキニン っていうのも いろいろいわれるだろうけど、シガンなら ジコセキニンみたいなもので、カンヨシャが きちんと バイショウすれば それでおわり。 
 
 ハチジュウ 
 
 エイキョウリョクのあるひとが、やすくて いいものを たべていたら、まねとかして そのやすくて いいショクリョウは タイリョウにショウヒされるかもしれない。 
 だから、たべものを ショウカイする テレビばんぐみでは、ジュウヨウなショクリョウでなく、チュウカメン とか パン とかを シュザイするんだろうと おもってしまう。ヨウするに、チュウカメンとか パンは しなぎれしてもいいと、シュザイするひとは かんがえているが、タブン、やきニクは しなぎれしては まずいと おもっているのでは。 
 そういえば、ナナジュウネンイジョウまえのセンソウは、ニホンジンが　ギュウニクを たべはじめたから タイヘンだったという「すきやきセンソウ」ともいえるかもしれない。カチクを きりくずすっていうのは ショミンにとっての センソウである。さかなくってりゃいいのに とおもってしまう。そういうセンソウが おこってはたまらない。だからといって まったくニクをたべないのは むずかしい。でも、そういう、ううしい とか、うまい はモンダイだと。うしは ノウギョウとか、うまは イドウにとかにやくにたつ。だから、「ぎょい（しい）」がいいか。 
 
 ハチジュウイチ 
 あるセイヒンが こわれたら、あたらしく にたようなものを かってしまうひとがいるが、こわれたら なおすべきだとおもう。ま、フクザツな　セイヒンだと なおしづらいが、それなりに シュウリすることができる。すてないで シュウリをすることをすすめる。なぜなら、（モチロン シュウリにだせば そんなことはないが）シュウリによる ハッケンというか ギジュツが コウジョウする。サンダルを シュウリしたら、くつのようになってしまったりと おもしろさがある。 
 サイキンは、ハードディスク（デンサンキの キロクヨウブヒン）を シュウリしようと おもったが、コウグがたかいのでやめた。そういうばあいもある。 
 
 ハチジュウニ 
 
 わかいころ、シツギョウシャみたいな フクソウがすきだった。シツギョウシャの フクソウといっても ま、それをきているおとなは シツギョウチュウか、キュウカチュウといったかんじの。まぁ、そのケッカか、わたしも シツギョウをあじわった。それからカイゼンしたな・・・ハチジュウネンダイの サーフブーム（なみのりの リュウコウ）で そういうカッコウが　イッテイのわりあいで フキュウしたと きいた。たしかに シツギョウかもだが、フクに「え」がかかれていて、その「え」にこだわったり。キュウジュウネンダイに はいって ニホンでよくうられていた。レイネンダイも、いまもうっているのだろう。でも、シツギョウの ケイケンをしてから、そういうのは きないようになった。もっといえば、やすみのないロウドウシャに なったかもしれない。 
 
 ハチジュウサン 
 
 セイヨウの コテンオンガクのうたは すごいとおもう。イッカイだけ　みにいったことがある。オンガクまつりの ひとこま。きくと やっぱりよかった。わたしは ギターをひくが、ほかに ナンジュウニンといるなかで　ひけるかというと なんとも。ま、それはハチネンまえだが いまでも そのまつりはやっているだろうかな。むかし ちょっとガッショウを やったことあるが、まぁ いいやと。クライストさま どうこう とか カシにあるのに そんなきもちになれず ちょっととまどいました。まぁ、ふかいりしなくてよかったかな。 
 
 ハチジュウヨン 
 
 シィディのなかみを ハードディスクにキロクして、シィディを あるテイドショブンした。でも、ハードディスクが ふっとんだら それでおわり。たしかにベンリだけど。オンガクヨウの デンサンキに ハードディスクをつないで インターフェイス（チュウケイキ）から オーディオアンプ（オンリョウをあげるソウチ）に もっていって。 
 でも、いろんなキョクは きかなかった。イッカイだけ ランダム（でたらめなジュンバン）エンソウをしたけど。ま、ランダムエンソウは おもしろかったな。でも、コベツ、ブンサンのが やっぱり キョウドがある。だからシィディのままでいいんだとおもう。ケイタイデバイス（タンマツ）もあるけど、ファイル（キョクのジョウホウ）を アッシュク（ジョウホウリョウを おさえる）しなかったので ケッコウ ヨウリョウをくう。ケイタイヨウでは、いれかえが メンドくさかったりで、ききたきゃ シィディつかっていた。ラジオをきけるブヒンをかって よくロクオンして きいていたが、そのジカンに きけばいいんだともおもう。そういえば、このジュウネンで、カセット（テープ）デッキをみなくなった。デンキヤにもうっていない。ラジカセはあるけど そういうことじゃなくて。でもセイサンされているようだ。 
 
 ハチジュウゴ 
 
 キョネンのなつに シンブンをブンセキした。ブンセキは ブンセキなんだけど、ショミンに セキニンがもてないような ヨウソが サンわりイジョウある。たとえば、「りんご」だったらセンエンもだせば いくつかかえるが、そうやってかえそうのない、ショウヒンといってはなんだが、が サンわり。そういうのに からんでいたらとおもう。ミンシュシュギは いいんだが、セキニンのない「ミンシュ」じゃタイヘンだ。そういうコウキュウな サンわり にはなるべくふれないようにしている。 
 
 ハチジュウロク 
 
 うたったうたを そのままフメンに というサギョウをやった。なれていないために まちがえる。でも ナナわりあってたり。フラットナナドをつかうようなのでは ひどくまちがえた。あとになってシュウセイするけど　まぁ。キーボードをつかったホウが わたしはいいようだ。キカイ「ミュージック シーケンサー（オンプジョウホウを キロクするキカイ）」をドウニュウしたら、まぁ つぎつぎとできあがって、キョネンのなつからで、ナナコサクヒン、ゴコキョクシュウ、ニコカキョクシュウ ができました。このゴも カキョクシュウ イッコヨテイで、まぁ、ジュンチョウではあります。ただ、ちょっとサギョウづかれで、バカンスをとりたかったり。ま、イチネンで キョクシュウをナナコつくれば まずまずでしょうな。やすんでもモンクいわれないきがする。 
 
 ハチジュウシチ 
 
 ちょっとヘンなくせが つきそうだったら ガッキをひく。なぜかギターにおちついている。いえには キーボードがあったけど、ヨウチエンのときに ガクフがよめずに ザセツしている。ちょっとおおきくなって ギターをひいているのをめにした。さらに バンドブームというのかで さらにエレキギターをみた。スイソウガクとかで、トランペットや トロンボーンをやったが、いまいちだった。いまやれば おもしろいんだとおもうが、そうこうしているうちに ギターにおちついた。で バンドやったり。 
 でも、ひくより、つくりたかったのか、キョクをつくっていた。でも カンセイできなかったり。やりはじめて ジュウニネンぐらいから にがてを　なくそうとひきはじめて、まぁ、サイキンでは よく シャープさせたり フラットさせたりとひいている。うまくなるのはすこしずつだろう。このナナネンで うたもつくれるようになった。 
 
 ハチジュウハチ 
 サイキンつくったキョクにかんして、ホントはジブンでひきたいんだけど（ギター、ベース、ドラム）なかなかジカンがとれなくて ひけない。そのあいだにも つぎのキョクができるので、とりあえず、キカイエンソウでもとおもって キカイにうちこむ。 
 ふえをジュウネンまえにはじめて、やっぱり ザセツしたんだけど、それにあうようなキョクが サイキンつくれるようになったので、ちょっと レンシュウしたいとおもう。なかなかロクオンするには ほどとおいのであるが。 
 
 ハチジュウキュウ 
 
 なぜか かねのありそうなカシュでも、プログラムされた（キカイで おとをならす）ドラムのおとをつかったり（わたしは ドラマーがいなかったときに つかいました）、いまでも それはつづいているようだ。いまは もっとシンポしていて プログラムされた うた がある。さすがに ユウメイなカシュは そういうのはつかわないでしょうが。 
 
 キュウジュウ 
 
 フクがやぶれたのでなおす。でも それは「シンカ」か。なおったら まぁ「イジ」なのかもしれないが、かんがえかたによっては「シンカ」とかんがえられる。ブヒンコウカンなら「シンカ」じゃないんだろう。でも、つくるサイショのダンカイで ジョウブになっているなら「シンカ」させなくてもすむかもしれない。でも、やはり レッカしていくんだろう。マルクスのキョウクン（●ロクジュウゴ）からいうと はやくなおせだ。なおせるとは かぎらないが　なおしたホウがいいだろう。そのホウが ジョウブだろうし ごみもでない。 
 
 キュウジュウイチ 
 
 このジュウネンで、フンイキのいいショクドウ ニケンがイテンというか　テッタイした。コンビニ（エンスストア）のように ケイコウトウのあかりが ニンキなのだろうか。たしかに コンビニがそうであるように メイロウカイケイフウではある。しかし、フンイキもダイジだとおもう。 
 
 キュウジュウニ 
 
 やきニクというのは いいセンタクシである。しかし、なにをたべたらいいか というのが ベンキョウブソクであれば つきものである。だったらと　わたしはステーキをえらぶ。あかみだけのホウがいい。よくかんがえれば それが わたしをつくったといえなくない、ちいさいころ たべにつれていって　もらったからだ。たしかに、やきニクをたべにいき、ノウミソというセンタクシがあれば、ベンキョウも できるようになったかもしれない。だが、ザンネンながら そういうセンタクをしなかったし、そんなものだとは しらなかった。だから ウンドウがよくできたというわけ。ガッシュウコクジンと たまけりやっても あたりまけはしなかった。 
 ただ、こどもとたまけりして、ちょろちょろやられると まけてしまうというケイケンがあるので、かならずしも、その、ジュウセンシャ、ホウシキを スイショウはできない。ジュウセンシャ でも キドウリョクがあれば、ちょろちょろに まけないだろうか。ニクをたべて、さらに はしりこみだろうか。 
 
 キュウジュウサン 
 
 からだをおおきくする というのでは、ハンバーガーというセンタクシもある。でも、ハンバーガーをたべて ユウメイなセンシュとかって いるんだろうか。はじめてたべたのが ヨウチエンのとき、かみセイの テツドウレッシャの モケイがついてきて いたくカンシンした。サイキンは それが　マンガのキャラクターのしなものに かわっているようだが。ゲンジツより 　ゲンソウということだろうか。ある おおてハンバーガーショップは ブンカテキだとおもう。わたしは ニホンのマンガセイヒンより、ガッシュウコクの レッシャモケイのホウがいい。でも、そのかたのレッシャは むかしのなので、いまも ジッサイのテツドウにて はしっているわけではないとおもう。そういえば、それからジュウゴネンくらいで、ガッシュウコクの　にしカイガンのテーマパークで そのてのミニチュアレッシャにのった。トウキョウにある（これはちがうといえば チバにあるから ちがうのだが）ガッシュウコクで キカクされたテーマパークにも おなじようなものが　あったとおもう。そっちのホウを さきにのったかもしれない。ガッシュウコクのテーマパークでは、そらの え だか シャシン（サンジュウメートル　かけるジュウメートルくらいあっただろうか）、に えらくカンシンした。 
 
 キュウジュウヨン 
 
 そういえば、ショクドウのメニューである、おこさまランチのねだんにおどろく。ナイヨウも、わたしがたべたときと ソンショクないようにおもうのだが。 
 
 キュウジュウゴ 
 
 あまりにいそがしいと、あるタイケンというのは、エクスペリエンスなんだとおもう。ペリエンス、ジカンテキな セイヤクをチョウエツしてしまうと。あえて、シィディをかわないで かりるというのもいいかもしれない。わたしは おとハだから シィディだが、エイゾウハは、ディブイディなんだろう。あえてもたずに というのが いそがしいときにはいいかもしれない。 
 
 キュウジュウロク 
 
 「テイコクシュギ」というと ヒテイテキなカンがあるが、ショクに カンしていうと、どれだけのひとが「テイコクシュギ」ではないだろう。うちも「テイコクシュギ」テキだったし。ま、テイコクシュギも シサンということにしておくか。めずらしいリョウリをもとめたり。でも、ジュヨウがなければ あたらしいリョウリをつくる リョウリニンは セイリツしないわけだから、ジュヨウがあるブンいいともおもう。 
 
 キュウジュウシチ 
 
 イミンだらけのくにを ナニナニコクというのは むずかしいかもしれないが、ナニナニジンが いるバショをナニナニコク とかんがえるのは カンタンだろう。ただ、チガイホウケンは みとめないだろうから、「あ」コクで、とのカンレンで、おこった「い」コクジンのジケンは、「あ」コクと「い」コクのキョウドウサイバンで さばかれる というのはどうだろう。 
 そういうコクセキコッカロンもおもしろいかな。ま、ニホンは そのまま　イミンをいれるのかな。しかし、イミンも ニホンジンとなってしまうと　なにかで チョウセイしなくてはならない。ブンカなどが ちがうわけだし。それなら、すでにある セイジテキシゲンをつかって というのもいいのでは。 
 
 キュウジュウハチ 
 
 「シャザイガイコウ」がなぜモンダイか。センキュウヒャクヨンジュウネンごろの センソウは、あまりいいセンソウではなかった。よく、「タイショウが うちとられて、ヘイがカイソウした。」という いくさについての　キジュツがあるが、そういった、カイソウ（ヨウするに「にげる」だ）が　しにくい センソウだったからだ（●ナナジュウハチ）。ヘイは トウゼン キュウヨをしはらってもらいたいし、タイショウがうちとられたら、キュウヨが みばらいになる カノウセイがあるから、にげる。しかし、カイガイで、もしくは、カイジョウで、センソウしていると、しらないトチや うみだから にげにくい。だから よくないセンソウという。タブン、ホンドケッセンというのは ヘイがにげるだろうから むずかしかったんだろうと おもう。センソウは センソウで かちまけがあるわけだから、それは ガイコウでどうにかすればよい。「シャザイ」すべきは ヘイのホウにで、よくないセンソウをしたことについて あやまればいい。ベツに グンのナイキなどについては ガイコクにあやまることではない。あやまるあいてが ちがいますよと。 
 ただ、そういう、ゴカイの ゴカイが ガイコウに エイキョウをおよぼしている ともおもう。ま、ヘイに あやまったのならガイコウすれば ともおもう。だれのかんがえは ともかく「シャザイ」、ガイコウ、なんだから（「シャザイ」して ガイコウすればよい）。そのカンテンからいうと、ガイコウがすすまないことが ヨソウされるが それなりのたちばのひとが いわないと いけないんだろう。 
 
 キュウジュウキュウ 
 
 なぜか ホウソウナイヨウが おかしいことがある。ガイコクジンへの　シツモンで、エイゴでは みたことないが、チュウゴウジンへの シツモンで ヒャクハチジュウドちがう ジマクがついていたことがあった。あるひとに いわせれば「ジギャク」なんだろうが、それをすることによって なにになるんだろう。わたしにいわせれば、あるくにの セイフにタイする ホウシである。ま、それをしないことによって つぎのシツモンが できなくなっては こまるのだろう。 
 ま、たしかに、ことばをシンヨウするか、フンイキをシンヨウするか というモンダイがあるが、ことばをセイカクに ヤクしたホウがいいとおもう。「サクシャ キャクチュウ」とかで できないのか。 
 
 ヒャク 
 
 セイサンヨジョウがあったから、ブンガクが うけいれられた。いまでは、みるブンガクがふえている。でも、マンガをよむのを ジュウゴネンまえに やめてしまったので、アニメだ なんだと いわれてもわからない。でも　ガッシュウコクジンがつくるのは わかるような。そういえば、テイテンカンソクの カンテンから マンガザッシをかってみた。ナイヨウはともかく、やっぱり それなりに あたらしい いいかた、ゴクが つづいているようだ。エイゴケイだったり。そういうイミでは ジュウゴネンまえと そうかわりはない といえそうだが。ま、カタカナゴっていうのは、「わく」が きまっていて その「わく」のソウリョウをこえないテイドに いれかえをしているのだろうか。シンブンでも ふえたのは アイティ（ジョウホウツウシン）ゴだろうか。コスプレ、とかいわれても、なにのなんだか わからなかったりする。でも「セイサンヨジョウ」とかの コスプレは みたかったりもする。 
 
 
 
 
 ヒャクイチ 
 
 サイキンのくつが どうも あしにあわない。まぁ、たかいのは ちがうのだろうが、かわがむけたりしてしまう。だから ジブンなりに カコウしてとかの サギョウがヒツヨウになる。むかしのものは そんなことなかったのにと。まぁ、くつはいいのを はいたほうがいいのだろう。くつだけじゃなくて デンキセイヒンもそうだ。やすいのをかうと ホショウぎれくらいに ゴサドウがおこったり。そういうケイケンをすると、デンシカされた　ジュウタクっていうのは おそろしい。なるべく、アナログにとおもってしまう。 
 
 ヒャクニ 
 
 ケッコウ、たかすぎもしないし、やすすぎもしないという チュウリュウテキな セイヒンってみつけづらい。むかしのニホンは、やすくていいものを つくっていたかもしれないが、やすいものがふえ、やすっぽいのが　ふえてしまったとおもう。まぁ、つかえればいいんだけど むずかしいモンダイがあったり。でも、デンキやでも、センタクのヨチがあるから いいとおもう。フクなんかがむずかしいかな。 
 
 ヒャクサン 
 
 「タイプライター」をかった。シンピンのものは みつからなかったので　チュウコを。まるまるシャのが ユウメイらしいが、エイコクセイもあった。それをうまくつかわないと、evilなんだか、といわれてしまう、いろいろなところで つくられていたようだった。 
 デンドウシキのもあったが、それなら デンサンキや ワープロとかわらないとおもい、キカイシキのものを。 
 とにかくカンドウした。すごいキカイだ。ま、エイブンで かこうとしているブンがあるので さがしてみたのだが。わりとこぢんまりと まとまっていて。カイギョウするときの すずのおとがいい。ワープロも それなりに アイヨウシャがいるようだ。ま、デンチシキのワープロとかあれば かってもいいとおもうけど そういうのはないみたい。インサツキノウがない　コガタのものは つくられていたが。 
 
 ヒャクヨン 
 
 チツジョと ブンカ どっちがダイジだ。サンわりのブンカと ナナわりのチツジョでどうだろう。それくらいだと チョウド キンムビと キュウジツテイドのわりあい。でもキュウジツを ブンカにつかっているって あまりきかないけど。やくわりで わけてしまうと サンわりのブンカジンになるんだろうか。でも、ヒセイサンジンコウもだから、ニホンでいうと サンゼンロッピャクマンニン。これだけのかずだと、ブンカジンっていっても ちょっとわからない。かくれたブンカジンが ケッコウいるとか。ただ、あまりに ブンカテキな、シャレた、キカイとかがふえちゃ こまるとおもってしまう。 
 サンわりがた エラーじゃ イライラするかな。そうだ、キカイにも キュウジツをあたえればだ。ちょっと チツジョをふやさないと イライラするかな。ま、ブンカテキなセイヒンを えらばなきゃいいのか。ま、ひとでも、チツジョのあるブブンと ブンカテキなブブン というように なんわりとかの　わりあいでなく みるのが　ありそうではないだろうか。 
 
 ヒャクゴ 
 
 ジョウホウが おかしいほうが、ものがおかしくなるよりいい。でも、デンサンキ、なんて、デンキと ジョウホウでうごくというと、ニンゲンの シンシンのレンカンに にているかも。でも、おかしいのは ジョウホウだと。ものがおかしいなら コウカンしてになってしまう。ジョウホウで うごくブンを すくなくすれば、ものとしては まともになるかもしれない。だから、セイヨウがダイジだったり。 
 ま、ニホンジンのショク、たべること、なんて、むかしから そんなにかわらなかったんだろうが、メイジにはいって ちょっとかわり、いまもかわりつづけているんだろう。つまり、ニンゲンを コウセイするのに、むかしとちがうブヒンを つかいはじめた ということ。だから、ニジュッセイキのセンソウは「すきやき」トウソウ だったんだろうっておもう。でも、たしかに そういうギュウニクを きりくずしたりしているから ニホンジンは タイカクがよくなったんだろう。いつまで きりくずしつづけるのか　わからないが、まぁ、そういうジダイだ。センソウじゃないんだけど、きりくずしつづけるって。ヨーロッパでは、キンダイまえからの ながいセンソウで うしをきりくずしたんだろう（●ハチジュウ）。それをヘイジに まねしなくても いいのにとおもう。それで、ノウギョウに キカイうし とかをつかってるんじゃ ネンリョウダイもかかるだろうな。そこに キンダイノウギョウの　よわさがある。 
 でも、いま シジョウにでまわっている、ギュウニクは、ガッシュウコクセイがおおい。つまり、えらんだりしなければ、ガッシュウコクのセイブンをセッシュすることになる。だから、いってみると、ギュウニクをたべると ガッシュウコクジンにちかづくことになる。そういうわけだから、ガッシュウコクぎらいなら、ギュウニクをたべるべきではない（ニホンのデントウシュを デントウヨウチクされた ギュウニクもあるだろうが）。それは、ケンカになるからだ（ロクジュウサン）。サイアク あなたのからだが センジョウになる。もっというと、あなたが ベイチュウタイリツを しんじるなら、そのどちらでそだてられたニクや ノウサンブツをたべるべきではない。それか、どちらかシジするほうの ニクやノウサクモツをたべればよい。どうせケンカになるのだから。そういう「ジミントウ タイシツ（●ロクジュウサン）」をつくってきたのが センゴナナジュウネンだ。そのジミントウタイシツを やめられるかといったら なかなかむずかしい。ま、さかなと こめくってりゃなんだけど、ニクを たべてしまったり。だから、ジミントウがタイショウする。でも、シュギテキに ドクリツをめざすのなら つよいシンネンで、ガッシュウコクセイのセイブンを たべなきゃいい。サイキンは、チュウゴクセイもふえたから きをつけないと、ジーツーロン（ガッシュウコクと　チュウゴクのツゴウで コクサイシャカイがシンコウするという シュチョウ）がテンカイしたら、からだのなかに カットウをためこむことになる。だから、イシキテキに、ホントウに キケンかどうかはともかく、セイジシュギテキに チュウゴクセイヒンをたたく。それがよくいるニホンジンだろう。なぜなら ジミンシュギを、すくなくとも、やめたくないから。だから、ダイブツシュギテキなひとが チュウゴクセイのノウサンブツをたべるのはモンダイないが、むずかしい おおきな ワゴウを からだのなかに かかえこむことになる。でも　それはむずかしいカダイだから、わたしはセイヒンを センタクしようと　おもっている。 
 
 ヒャクロク 
 
 すくなくとも「ジミントウタイシツ（●ロクジュウサン、ヒャクゴ）」でおさえたい。なにしろ こどものころに、ユウメイハンバーガーテンで ハンバーガーをかってたべた。それから ちょっとあったが、そういうセンタクをしたのだ。しかたない。でも、ユウメイハンバーガーテンが うりあげをへらしているときくと、チュウゴクセイのザイリョウを つかっていたのが きいているとおもえる。やっぱり すくなくとも「ジミントウタイシツ」にあわせないと。 
 ま、ジキュウリツを あげられるようにと がんばれたらいい。なぜなら、ジキュウリツ レイ は ニホンジンのおわりだからだ。たしかに、コクセキなどのジョウホウはのこる。しかし、ニホンジンっぽいセイブンが ないとなると ニホンジンの・・・である。いまのところ、ジミントウが キンコウテンなんだろう。そのリョウタンもある。ドクリツ、キョウチョウと。でも、ゲンジテンで ジキュウリツ ヨンジュッパーセントだから むかしとくらべて ニホンジンのかずが ロクわりへっていることになる。まぁ、ジンコウが ふえすぎたのかもしれないが。 
 
 ヒャクシチ 
 
 キョネンのコウハンぐらいから、キョクをつくった。ことしのコウハンに イッコカキョクシュウがしあがり、それからニコめのカキョクシュウができる。ほかにもカンガクシュウを つくっていたので、ことしにはいって、キョネンからイチネンで ナナサクのキョクシュウを つくったことになる。 
 で、いまもカキョクシュウイッコは シンコウチュウだし、もうイッコのキョクシュウも シンコウチュウだ。それで、ちょっと はたらきすぎているとおもう。イチニチ イッキョクつくったら イチネンでサンジュッキョクシュウができる。でも、そんなはなし きいたことがない。だから、ちょっと ゆっくりとおもっている。モーツァルトだって そこまでやらなかっただろう。ま、きめこまかさが ダンゼンにちがうが。せめて、イチネンでジュッキョクシュウまで つくるのをおさえたいとおもう。はたらきすぎだからだ。ま、なつばは うみなり プールなりにいきたい。 
 
 ヒャクハチ 
 
 おやじがよく あじ（さかな）をたたきにしていた。なぜそうするのかは　やってみればわかると。そういうのがケッコウあるかな。 
 
 ヒャクキュウ 
 
 シャシンをとるときに、なんかいったりすることがある。「チーズ」なんていわれても おいしそうなかおすればいいのかと。でも サイキンになって、ポーズ（ふたつの ドウオンゴがあり、どちらかは わからないが）といっていたのが、シャレ というか、テキになって、そういうようになったと。 
 「バタバタ」するとか「ドキドキ」するっていうのも よみといてみると　おもしろい。ゼンシャは、おいしいコケイタイのショクヒン と、センソウでつかわれるもので、コウシャは、エイゴの　なまりだとおもう。「なつバテ」というのも なつのホウゲキ（タイホウを うつ）ってことでしょ。だから「しちゃった」だったら、「あついのに ゴクロウさん」だ。 
 「バター」か「タイホウ」か ってなんのことかとおもっていたら、「バター（ビーユーティティイーアール）」か「バッテリ（ビーエーティティイーアールワイ）」かという ダジャレだった。ま、ギロンはあったのでしょうけど。そこから、「バタバタ」するになったのでしょう。 
 
 ヒャクジュウ 
 
 ぎょうざも やはり ショカツショウグン（●ロクジュウヨン）のセイヒンなのか。ショカツショウグンのシッパイは、ジブンができないことを ほかのショウグンに シンゲンしたことである。ショカツショウグンが まもっても だめだったんだろう。だから ガイコウにかけた。でも マンジュウが　できたんだから、ショカツショウグンはすごい。 
 ヒャクジュウニ 
 
 ガッコウのセンセイの いっていることが よくわからなかったことがあった。それは ラテンゴとか フランスゴとかを つかっていたから。たとえば、「バタバタする（●ヒャクキュウ）」みたいなはなしだ。それについて チシキがあれば リカイできたが、まぁ、トウジは そういうソヨウがなかったので リカイできなかった。でも、ジッサイに そのようにやってみたから わかったのかもしれない。なぜか「おぉ、シュよ」とか うたわされそうになった。そのゴは ジブンがつくったキョクを うたったりしました。そういうケイケンがあったから リカイできることってあるようだ。 
 
 ヒャクジュウサン 
 
 フロイド（セイシンブンセキの ソ）センセイのハツメイヒンは、つかいかたをふくめ ふたつある。ひとつは ねいすで ゆったり。ガッシュウコクで　いわれていたと おもうが ねいすにころがって カシをつまむと。もうひとつが、おとなのおもちゃである。まぁ、フロイドセンセイが テイショウしたような なまえはついていないとおもうが。 
 
 ヒャクジュウヨン 
 
 あるシリョウを シャカイガクテキに ブンセキしていたら、ひとつのことにきづいた。それは、いまはみえないようだが、ニホンには、でじま がコウゾウテキに イジされているということ。そのでじまを ブンセキすると まぁ あたらしめの なにかがうごいていると。そんなにたかいものばかりが おおいわけでないから まぁ とりひきは しやすいんだろうと。そのコウゾウは イジされつづけているが、コジンにもフキュウしているカノウセイがある。どちらがホンドか わからなくなるってことは なにかないと ないだろうけど そういうカノウセイはある。 
 
 ヒャクジュウゴ 
 
 きのうに てがみを おくることを かんがえたり、あしたなら ジョウケンシダイで タッセイカノウだ。だが、きのうのジブンがいないから とどかないだろうとか。ジカンっていうのは ウンドウリョクなんだとおもう。だからイチ「ロコモーティブ」ではかれると。そういうのは むかしからで　チキュウのカイテンではかっている。そこまで おおきなウンドウだと　なかなか　イチニチすすめるのは タイヘンだが まぁ、イチニチたつだろう。ま、ひかりなんかで おなじようにかんがえている。 
 てがみはむずかしいが、デンシジョウホウなら おくれそうだ。ジョウホウ、デンキ は チキュウのウンドウよりはやい。しかし どこにおくるかとおもう。きのうにおくっても、あしたにおくっても、ジュシンソウチがなければうけとれない。 
 ジカンっていうのが ウンドウだとすると、カンゼンに セイシしている　なにかでは ジカンがすすまない。しかし、ザンネンながら そういうなにかは みつけにくいんだろう。ウチュウだったら なにかに ひきつけられたり。うごかないっていうのが フカノウだから、ニンゲンはやがてしぬと。 
 
 ヒャクジュウロク 
 
 ウチュウのレキシを カセットテープが サイセイするとしたら、「オートリバース」にしたら ウチュウはおわらない。シィディだと ちょっとまがあく。ただ、カセットテープのばあい、ギャクむきに カイテンさせないといけない。エンドレステープが もっともよいかもしれない。 
 
 ヒャクジュウシチ 
 
 ゲンダイシャカイの モンダイは ノウギョウセイサンを タンジカンで　おわらせて ジカンができたということだ。そのヨカというかを どうすごすか。ホンは むかしからあるが、それをよんで ヨカをすごすではなくて　コウギョウセイサンしようとか。コウギョウセイサンすれば　ゲンダイと　にたような セイカツなんだろう。いまは、コウギョウチュウシンなんだろうか。だから、サンギョウカクメイって。でもコウギョウセイヒンは たベられないわけだから。コウギョウセイヒンを あまりかわなければ むかしっぽいセイカツができるんだろう。 
 
 ヒャクジュウハチ 
 
 「モータリゼーション（ジドウシャ シャカイ カ）」。くるまがあれば いろいろなものがかいにいける。だから くるまをかう。でも、そういうみせにいってみても、ほしいものは かえなかったりする。じゃ くるまはヒツヨウかとなる。セイカツが かかっているようなひとが くるまをつかう　でいいのでは。アンガイ かえないものはおおい。だから エンポウからおくってもらう。「モータリゼーション」より「デリバライゼーション（ウンソウ シャカイ カ）」だ。くるまより デンサンキに かねかけたホウがいいとおもう。 
 
 ヒャクジュウキュウ 
 
 「ジョウホウ」は、まずしいものの カクバクダンかもしれない。しかし、どうも それを ユウコウにつかうのは ヨユウがあるひとなのではないか。チュウリュウカイキュウのひとが カクバクダンをつかうんじゃ さきは　くらいといえなくないだろう。いやなら ジョウホウをみなきゃいいんだ。そういうわけで すぐにくみたてられない くみたてシキ テレビをつかっている。 
 
 ヒャクニジュウ 
 
 サイキン、コウゾウシュギテキというかに なってきた。わかいころは、ゲンバのコウドウをみて かんがえるとかだったが、いまはコウゾウシュギテキだったりする。そのシテキする「コウゾウ」が まとをえていなくても、すくなくとも わたしの「シンリコウゾウ」にはある。だからこそ、ゲンバのひとこと としてはいいんだけど、コウゾウにひびきそうな ことばは さけたりする。トクになにもないがいいとおもう。もっというと、しらぬがほとけである。 
 ヒャクニジュウニ 
 
 シャカイガクをしたりする。サイキンは、いわゆる、フィールドワーク（ゲンチチョウサ）、などしない データガタをやったりする。それって ガイテキイッパンカ（ほかでも あてはまるか）は という といがでるが、ベツに シュミでやるブンには そんなおおきいギロンでなくてもよかったり。 
 そのシャカイガク、わたしは シツカンへのチョウセンだとおもう。だから いわゆる ひとばっかりとはいかない。コジンテキな イケンですが。シンブンを ブンセキしてみると、コジンでは かえないような「おおもの」、たとえば、コクサイカイギだったりが サンわりイジョウ ソンザイしているようだ。だから、そういう「おおもの」に チョウセンするのは かねのつかえる シャカイガクシャでいい。なんらかのヘンカに セキニンをもてるのか ともなるから。そういうシャカイガクは、ソウトウかねをもっているひととかしかできない。 
 かねがなくてもできるのは、そんなにかねが かかりそうにない タイショウのケンキュウとか。ケッキョク ちいさなケンキュウになってしまうが　まぁ しかたがない。そういうイミでも コウゾウシュギテキになるっていうのはただしいかな。 
 
 ヒャクニジュウサン 
 
 リュウコウ（はやり）というのは、いってみれば いろんなフクをきるということだ。でも、ダイタイ のぞましさとかが あるから おとなになると　そういうのを きないんだろうとおもう。ベツに モンダイがなければ どんなフクをきようとなんだが。おとなになるほど みえるリュウコウ、セツメイカノウな、がもてはやされるかも。でも、センソウがあったから、それイコウのセダイについていえることかも。 
 ヒャクニジュウヨン 
 
 「ブンメイカイカ」っていうのも シャカイガクだったかもしれない。「イチオクソウチュウリュウ」とおなじで、イッセイにショウヒを はじめたり。ニホンの キンダイシャカイガクでは イチバンのできかもしれない「ブンメイカイカ」は。で、どこかに「ブンメイ」ソウみたいなものが あるわけかな。くきがなければ はなはさかない。「カイカ」のジがちがうかもですね。 
 
 ヒャクニジュウロク 
 
 いまおもうと、ガッコウっていうのは、まなぶ「なかみ」が ダイジなのでなくて、まなぶ「シセイ」をタンレンする ば なのだとおもう。ホントウに まなびたいことは それぞれちがうわけで そういうのを イッコイッコやってられない。ただ、まなぶ「シセイ」を タンレンしておけば、ジブンで まなぶことができるということだろう。 
 ただ、「なかみ」をジュウシしてしまうと、あとで わすれたりする てまがかかるようになる。いらないチシキだったりするからだ。だから、ホントウに ヒツヨウそうな、イッカモクだけ、たとえばコクゴとか、まなぶとかでいいんだろうとおもう。 
 
 ヒャクニジュウシチ 
 
 なぜ、かみを ちゃいろくするのか。タブン それは、「ジユウ」のあかし、もしくは、「ジユウシュギシャ」のあかしで、それがニジュウネン、サンジュウネンつづいている。ヘンないいかたをすれば「ボウメイ」みたいなもので、いまでも イッテイスウ「ボウメイシャ」なり「ジユウシュギシャ」がソンザイする。みてわかるからいいが、サイキンのわかものは そういう　トウショの こころざしみたいなのを わかっているかギモンだ。なんとなく「ボウメイ」してしまうのだろうか。トウショは ガッコウで キョウシたちと たたかいながら タッセイしたみなりである。 
 
 ヒャクニジュウハチ 
 
 センシンコクビョウ（●サン）とは センシンコクにおける、トウルイ（さとうなど）のケツボウである。どうしても みなみにむきがちだ（トウルイがとれるから）。さらに、ネンリョウも もとめたりする。そういうシゲンをめぐって　あらそったり。うまくセツヤクしながら やっていけばいいが。 
 
 ヒャクニジュウキュウ 
 ニクの センドをたもつために レイボウしたり。トシには レイゾウコが　タクサンある とおもわれる。ニクのセンドをたもつために レイボウしているのだ。あなたも レイゾウコにはいっていないか。 
 
 ヒャクサンジュウ 
 
 ニホンジンと ブッキョウのかかわりはながい。センヨンヒャクネンほどまえ、ショウトクタイシが、ダイブツをコンリュウした といわれる。まぁ、ヘイワにキヨしたんだろう。そうでなければ あちこちに つくるようでもない。ただ、「ブシ」がつよくなると、ドウランとなったり。ヘイアンコウキからそうだ。ただ、トクガワシによって まぁ ドウランは おちつくこととなった。そのマッキから、シュウキョウウンドウが おこったとされる。ただ、ダイブツをつくるでなく、くさのねテキに シンコウしたんだろう。そのときは、また「ブシ」というか「グンジン」だ、が つよくなるときでもあった。しかし、そのとき、グンジンより シュウキョウカが つよくなることはなかった。グンジンセイジにより、ショウワでは、センソウに ハイボクするようなケッカとなった。また「ブシ」セイジが はじまりそうなら、シュウキョウカが カッパツになるか。「テキ」がつくりだすものは「テキ」である。 
 
 ヒャクサンジュウイチ 
 
 「ことば」が およぶハンイがひろいほど やすみがすくない。コウリュウがふえれば やすみがすくなくなると。だから、ことばのだしすぎをひかえたりする。「クンシのまじわり・・・」ってやつである。どうも、サイキンのセイジに たずさわるものは、コクナイソウセイサンがおおきいホウがよいと おもっているらしい。コクナイソウセイサンが おおきい ということは、やすみがすくない ということである。キュウジツを ふやしつつ、やすみをへらせ とはいかがなものか。こたえは、ニジュウヨジカンエイギョウなのかもしれない。 
 
 ヒャクサンジュウニ 
 
 「シャカイ ナイガン カ（なかまいりさせる みたいなかんじ）」より「ダツブンセツ（ブンルイしない）」のホウが いいかもしれない。まぁ、「カガク」はやめられないんだろうから むずかしいが。ただ、それは、ココのカンシンに オウじてやればと。まぁ、「しずかな」カガクといったところか。カガクシンコウっていうのも むずかしいんだけど。きづいたら「ポリティカリー コレクト（ただしい いいまわしを するウンドウ）」みたいなこといってる。 
 
 ヒャクサンジュウサン 
 ベッドのうえに ニクをおいたら なんかリョウリみたい。それを また　ベッドを つかってはさむのが、エイコクのキゾクリュウ。ただ、おおきなベッドだと、ニクのリョウが すくなくかんじてしまう。だからベッドにヤサイをおいたり。でも ニクがよけりゃ どうするか。ベッドを ハンブンにおってとか。そういうひとがおおいから、ベッドがちいさくなってしまうのだろうか。 
 
 ヒャクサンジュウヨン 
 
 「ベンキョウ」するとかいうけど、そういうベンキョウって、「しんだもの」についての ケンキュウっぽい。たしかに「しんだもの」の ケンキュウも ダイジなのだが、それでは、「いきている」ときが どうなのか わからない。ひょっとすると、「あれは ああなんだ」とセツメイするとき、もう、それは「しんでいる」のかもしれない。だから ギロンが フモウになったり。いきているように あつかったホウが たのしいかもと。ドウブツエンをみるような。 
 
 ヒャクサンジュウロク 
 
 にわにちょっと かわったはっぱが はえてきたことがあった。たべられそうなので たべてみたらおいしかった。だが、ザンネンながら、つぎのひには、ザッソウとおもわれ カジンにショブンされていた。 
 
 ヒャクサンジュウハチ 
 
 サイキンは、かんがえたりするブブンを、「あたらしいノウ」、ドウブツテキなブブンを、「ふるいノウ」といっている。よのなかには、「サノウ」と「ウノウ」といういいかたがあるようだが まぁ、そうよんでいる。あまり、「あたらしいノウ」がカッパツだと、ねれなかったりする。そういうときは、「ふるいノウ」をカッセイカさせるように こころみたり。 
 
 ヒャクヨンジュウ 
 
 そういえば、わたしはショウギがすきで、いつか、「ニンゲンショウギ」をみにいきたい とおもっている。ことし、カイジョウをしらべて デンシャのジカンもしらべたが、どうも、とまり じゃなきゃむずかしそうだった。ことしはだが、またコンドと。 
 
 ヒャクヨンジュウニ 
 
 ケッコウ、さきのような（「バタバタ」などである［●ヒャクキュウ]）ゲンゴケンキュウが　すきで、きのうもイッコみつけた。それは、あまりいいことばでないのだが、「バカ」ということばである。なぜか、うまとしか とかかれたりする。まぁ、かならずしもだが、タブンそうだとおもう。このことばは、ラテンゴからのハセイで、フランスゴや エイゴにも のこっている。つまり「から」っぽ、だ。おまえは、「からっぽ」か、と、タブン、シンポジンが いいだしたんだろう。そこに、そうです、とかこたえたら なんとつづけたらいいか。わたしは イッシュウカンのキュウカチュウです、とか。 
 ケッコウ シンブンをみても、ガイコクゴを つかったりしている。サッコンでは なかなかジュンニホンゴを はなすかたには おめにかかれないともおもう。ガイコクゴなどをつかうのは、メイジキに イッパンカしたんだとおもうが、「バカ」も そういうジキに ニホンにはいってきて、ジをあてたんだろう。 
 
 ヒャクヨンジュウサン 
 「デモ」はタンシュクゴだ。どうも、デモクラシー（ヘイミンシュギ）といういいかたのようだが、いまつかわれる「デモ」は、デモンストレーション（ジツエンコウドウ）、のようだ。これも ジを あててしまえば、でどころを かくせてしまうレイかもしれない。 
 
 ヒャクヨンジュウヨン 
 
 「やきいも」を サイキン たべていない。はっぱを あつめてっていうのは、ケッコウゼイタクだ。かねがかかるかは ベツとして、いしやき なんだろうか。そういえば、やきとうもろこしもおいしい。サイキン やたいをみないような。 
 
 ヒャクヨンジュウロク 
 
 わたしがすきなのが、クリームシチューを ごはんにのせてたべるもの。ミートソースをごはんの うえにかけても やはり ゴチソウ。ニホンでは　シュショクが ごはんだから そういうたべかたでいいんだとおもう。カルボハン、カルボナーラ ごはん とか。 
 
 ヒャクヨンジュウシチ 
 
 やっぱり ジユウって ダイジだとおもう。シッパイすることは あるけど、シッパイを くりかえしたくないだろうし。laissez faire（ジユウホウニン［●ヨンジュウサン］）でいいんだと。なにかをえらばせる こともできるが、やっぱり すきなものが すきだったりするわけで。ジブンで なにができて なにができないかが わかるだろうし。ジブンのしごとも みつかるだろう。ただ ながしていると ジカンをうしなったりする、わたしがそうだった。でも それも ガクシュウだし。 
 
 ヒャクヨンジュウハチ 
 
 ニホンジンは メイジイコウ、オウベイブンカをとりいれた。わたしは　そういうブブンを「キンダイ」というが、ニホンの、ニホンジンの、コウゾウになってきているのだろう。なかなか「キンダイ」を つかっていないひとには であえなかったり、ヨウフクを きていないひともめずらしい。ちょっと「キンダイ」のブブンを ケンキュウしたことがあるが、どうも うりあげが コウチョウそうなものばっかり だったようなきがする。だからこそ、「キンダイ」かぶれしたひとが おおくなってしまう。ショウジキ、わたしなんかは、ワフクをきられても ちゃんとたたんでしまえるジシンはないし、ケッコウ、キンダイかぶれだったりする。でも、サイキン「キンダイ」でなく、ガイコクゴとして とらえるくせがついてきた。さっきの「バカ」のはなし（●ヒャクヨンジュウニ）しかり。タイリクブンカと オウベイブンカ どっちが タイセツだといわれても、いいものがいい というかんじだし。ただ「キンダイ」には うれすじのセイヒンが よくあるといえそうだ。やっぱりこのジュウネン、ニジュウネンでも「キンダイ」のセイヒンが うりあげをのばしているのではないだろうか。 
 
 ヒャクヨンジュウキュウ 
 
 ヒャクネンまえぐらいは、「レンガづくり」のたてもので シッパイして、ヨネンまえ くらいは「ゲンパツ」でシッパイしたのではないだろうか。たしかに いいセイヒンなのだろうが、ジシンにはよわい。また、「シッパイ」したセイヒンを うごかしそうだが。 
 
 ヒャクゴジュウ 
 
 そういえば、ことしは ガスがとんでいるのをみていない。ショウリョウはとんでいるのだろうが、シニンできるくらいの ノウドで とんでいるのは　みてないな。となりのくにから とんでくるらしいが、カイゼンされたんだろうか。 
 
 
 
 
 ヒャクゴジュウイチ 
 
 なぜ ウチュウがひろがるか。タブン ウチュウのなかでのダンスが はげしすぎて、ウチュウのそとにも エイキョウをおよぼし、おどることを、ヨウセイしてしまうのだろう。だから「ダンスする」ウチュウは ひろがっていくと。チキュウジョウでも、「ジンセイ というダンス」が くりひろげられている。 
 
 ヒャクゴジュウニ 
 
 なぜか ニホンでは オンライン（ジョウホウツウシンモウ）ジョウの デンシブンショのまとまりを「ホームページ」といったりする。ジツは そういうことばにまで コウコクが からんでいて、そうよばせるのかと うたがってしまう。スポーツで リヨウするスタジアムに キギョウメイをつけたり というのは ジュウネンくらいまえからある。そのセツでいくと、トクに どのキギョウがつくるかは とわないが 「ホーム（いえ）」というのを　コウバイしてもらいたいために そういういいかたになるんだろう。あまり、きにしないことばだが、じつは、「ホーム」のコウバイにキヨしていたか。 
 
 ヒャクゴジュウサン 
 
 マルクスは シホンカによる「サクシュ」があるといったらしい。その「サクシュ」をふせぐために レンタイするのは、タブン ソレンのがんばりからも たしかなんだろう。しかし、ロウドウシャが すぐにでもシホンカに　なれるかといったらむずかしい。それは そういう、かねをウンヨウするドリョク とかについて シホンカのホウが はやくとりくみはじめたからだ。だから、シホンカが ロウドウシャになるのもむずかしい。それは、ロウドウするドリョクは すでにロウドウしている ロウドウシャのホウが はやくとりくんでいるからだ。ケッキョク、マルクスと そのエイキョウがあったひとたちは なにをしめしたかというと、「はやく ドリョクしたひと」が　ほかの そうでないひとよりもユウリである。ということではないだろうか（●ロクジュウゴ、キュウジュウ）。わたしは それを マルクスのキョウクンとよんでいる。 
 
 ヒャクゴジュウヨン 
 
 テレビゲームキと ビーだま どちらがいいか。わたしは ビーだまから　テレビゲームにすすんだ。でも いまなら ビーだまだろうか。なんで、ゲームキに むちゅうになっていたか。はじめて ある テレビゲームキをみたとき、おもしろそうとおもった。なにか かっこいい はこだったから。おもしろいシンセイヒン というかんじだったろうか。それまでの ひとつのゲームだけができるゲームキは あるテイドつかうと あきてしまうのだろう。しかし、そのゲームキは クフウがなされていた。それはカートリッジを　とりかえると ベツの ソウサあそびができてしまう。だから カートリッジをとりかえているうちは あきなかった。そうやって ニジュッサイくらいまで やっただろうか。でも、それは、ソウサあそびにすぎないから、おもいでイガイなにものこらない。キカイと カートリッジものこるが。いまなんか、ビーだまをやってたときのホウが おもしろかったとおもう。ただ、ショウギゲームには キョウミがあるが。でも、そのゲームキのおかげで、レキシにキョウミをもった。 
 
 ヒャクゴジュウゴ 
 
 なぜ、ニホンジンは エイゴができないといわれるのか、ふたつおもいついたことがある。ひとつは、ガッコウで「アイ プレイ ギター」とか いいカゲンなエイゴを いうようにうながされること。「アイ プレイ ギター」ならまだいいが、「アイ プレイ ギター トゥデイ」だったら、ホントかよってなる。「おまえ ギター もってなかったよな」って。そういう うそつきエイゴばっかりやっているものだから いやになっちゃう。わたしも ギターをひくようになりましたよ、ならさせられた、かもしれない。ただ「ウェル」か どうかは わかりませんが。でもまだ、テニスはやっていません（●ニジュウニ、ロクジュウニ）。やろうとおもっていますけど。うそつきになっちゃうからね。 
 もうひとつが、よむことを ジュウシすること。どういうことかというと、ジブンのいいたいことを ワエイジテンでしらべて いうのではなく、エイワジテンばかりを リヨウすることをすすめられる ということ。たしかに、よむのにかずを こなしていけば、しらべたタンゴを うまくつかって いうことができるのだけど、そのドリョクは ジュウネンとかかかる。それに　よまされるホンが ジブンのカンシンにあっているとも かぎらない。でも、うまくつづけると、よむのはできるようになりますね。リョウをこなすっていうのが、ニホンジンの ゴガクシュウトクホウなんでしょう。わたしも　シンブンよむのに ジュウネンくらい エイワジテンをひきまくりましたよ。まぁ、いいエイゴのジュギョウとは、「わたしは ユウシュウな ロウドウシャに なります」とか エイゴでいわせることかもしれない。 
 
 ヒャクゴジュウロク 
 
 「ショウヒシャ」という ことばがあるが、「ロウドウシャ」とか「シツギョウシャ」のしたに「ショウヒドレイ」カイキュウが あるようにおもう。わかりやすいレイでいえば アルチュウとか。さけのショウヒを やめられず、また、ドをこして さけをかって シャッキンつくるとか。ほかのものでもそうだ。そういう「ショウヒドレイ」カイキュウには ならないようにしたい。シツギョウシャは さらに シツギョウしないが、そういうカイキュウにおちるかもしれない。 
 
 ヒャクゴジュウハチ 
 
 むかしナナジュウネンくらいまえ だれかが「カーテン」とか いいだしたのか そういうことばがのこっている。「てつのカーテン」と。しかし、タブン いわれたホウも きがきいていて、「カーテン」だったら「かべ」をつくりましょうと ジッサイに つくってしまった。「ベルリンのかべ」だ。「かべ」とは、「ウォール」ですね。それでめでたしめでたし とはならなかったが、そのうち「カーテン」って いわなくなったのか、いわせなくなったのかで、「かべ」を とりはずすようになった。まぁ、その「カーテン」も　その「かべ」も もしくはそれらのくみあわせが あまりいいセイヒン とはおもえなかったのかな。 
 
 ヒャクゴジュウキュウ 
 
 センゴ、ニホンジンは「ジミントウタイシツ（●ロクジュウサン、ヒャクゴ、ヒャクロク）」になっていった。パンショクしかり、ギュウニクしかり、オレンジしかり。これらの ショクリョウは ベイコクサンだから、ヨウするに ニホンジンのからだが、ベイコクサンで あるテイド コウセイされるようになった ということ。それを「ジミントウタイシツ」という。だから、ソレンが がんばっていたレイセンキ、ソレンセイのノウサクモツを たべていたら、ガッシュウコクセイのセイブンと カットウをおこしただろうし、チュウゴクが　がんばっているとき、チュウゴクセイをたべれば、やっぱり ガッシュウコクセイのセイブンと カットウをおこす。いまは センタクシがあるから、ニホンセイをたべるのもよいし、ガイコクセイをたべることもできる。しかし、ながねん ジミントウタイシツで やってきたことを わすれてはいけない。イジなら ガッシュウコクセイだ。カットウがありそうなうちは そのチイキでつくられた たべものは ひかえたほうがよいとおもう。 
 
 ヒャクロクジュウ 
 
 なんかのやくに ついているひとを、「サービスマン」でなくて、「サービス パーソン」という かんがえかたがある。「マン」だと おとこだから おんなにそうよぶのは ということで「パーソン」にするようだ。しかし、それにもモンダイがある。「パーソン」の「ソン」は むすこだから むすめがふくまれないのではないかと。で、「パーパーソン」といっても ずっと モンダイがつづく。だから、「パーチャイルド」ならいいんじゃないかと。でも、「チャイルド」じゃない。しりません、わたしは。 
 
 ヒャクロクジュウイチ 
 
 しゃべるはやさが はやいホウが しごとがはかどっているといえないか。セツメイなんかも、しゃべるはやさが ニバイなら、ニブンのイチのジカンですみ、ほかのしごとができる。ながいといわれる カイギも サンバイのはやさのしゃべりなら、サンブンのイチのジカンでおわる。それなのに なぜ ガッコウに、ニバイソクコースとか サンバイソクコースがないか。おしえられるひとが いないのかもしれない。 
 
 ヒャクロクジュウニ 
 
 「われ おもうゆえに われあり。」というひとが いたらしいが、わたしは「われ あるくゆえに われあり」とおもう。ニンゲン、あるかなかったら あたらしいハッケンはない。ホンをよんだり、デンブンに ふれたりするのも おおきなイミでの「あるく」だ。あたらしいハッケンがないと シコウはほとんど おなじことのくりかえしだろう。だから、シコウをすすめたきゃ あるきなさいとなる。「あたらしいハッケン」をすれば かんがえるから、デカルトフウに、われあり、となる。 
 
 ヒャクロクジュウサン 
 
 「ジュウリョク」というのは そもそもないのだとおもう。じゃあ なぜ　りんごが きから おちるんだという。それは カイテンの チュウシンに　むかうちから だと セツメイする。チキュウが ジテンしている カイテンジクのチュウシンにむけて うごいた と いえるだろう。それを わたしは「うずまきリョク」という。しおのうず（うみの）のヨウリョウだ。そうすると、なぜ チキュウや カセイなどのワクセイが タイヨウのまわりを　まわるか セツメイでできる。つまり うずをまいている ということだ。でも それじゃ ワクセイは タイヨウのホウに イドウして ぶつかるじゃないか というかもしれない。しかし、タイヨウは エネルギーというか ひかりをはなっている。そのひかりのちから、おもさというか、で キョリをたもてる。だから、タイヨウが エネルギーをハッしなくなったら、それを「ブラックホール」というかもしれないが、チキュウをはじめ、タイヨウケイのワクセイは、シダイに ヘンカしたタイヨウに ちかづき ショウトツしてしまうだろう。つまり、「りんご」もチキュウの ジテンに ヒッテキするちからが くわわればおちない。ただ、それがないだけだ。だから、チキュウのジテンがなくなれば、ひとは チュウにうくようになるだろう。でも、ニュートンのジダイには、テンドウセツがまだ はばをきかせていて そういうことをいいづらかったのだ とおもう。だから、ダキョウとしての、「ジュウリョク」だったのでは ないだろうか。もっとも わたしはニュートンについて くわしくないので、ジカンがあったら しらべようとおもうが、ニュートンが どうかんがえたかは セイカクにはわからない。 
 でも、こうかんがえるようになって、なぜ ワクセイが カイテンするのか というなぞがとけた。「かみ」の なせるわざだとか かんがえなくてすむようになった。 
 
 ヒャクロクジュウヨン 
 
 「あるくゆえに かんがえる（●ヒャクロクジュウニ）。」ホンをよむのも おおきいイミではそうだ。おなじホンを なんかいもよむのと、よむたびに ちがうホンを よむのでは ケッカがちがってくる。モチロン、おなじホンを よんでも イゼンとちがうカンソウを もつことはあるだろう。しかし、「かんがえる」、「ハッケン」というサギョウからいうと、ちがうホンをよんだほうが、それらはおおく ハッセイするだろう。この「ハッケン」なり「かんがえる」を「ノウトウ（あたまが うごく）」するということにする。ノウトウすると シンカするかんじだから、シンカをおさえたければ、サコクとか、セキショを もうけたりするのが ユウコウだろう。ただ そのドがすぎてしまったのが えどジダイだろう。ショガイコクと さがついてしまった。シンポのないヘイワとは おそろしいものだ（ここちいいような きもするけど）。だから わたしも ノウトウさせている。 
 
 ヒャクロクジュウゴ 
 
 ニンゲンの「ノウトウ」は ケイソクカノウである。デンジケイでも シツモンシでもいい。それで はかられたブンだけ ハッセイしていることになる。ところで、ニンゲンそのものについては、タヨウセイがあるとされる。あるテレビばんぐみをみて、「わらいごえ」もイッショに ながされることがある。タブン、「おおきな、シャカイセイが たかい」わたしなら そのとき わらうんだろう。しかし、「ちいさな ジコシコウの」ジブンは そのとき わらえなかったりする。テレビばなれが なされている というから、「ちいさな」ジブンが つよいのかもしれない。ゲンダイは、キョウツウセイより タヨウセイが シコウされているのかもしれない。たしかに、ユウメイカシュがうたっていた。 
 
 ヒャクロクジュウロク 
 
 ガッシュウコクセイの ギュウニクをたべ、ガッシュウコクセイの こむぎをたべるひとは、ジミントウタイシツ（●ロクジュウサン、ヒャクゴ、ヒャクロク、ヒャクゴジュウキュウ）といえるだろう。ジミントウは、「ニチベイアンポ」をすすめたし、ガッシュウコクセイの ギュウニクや こむぎを ユニュウするようにした。あるハンバーガーや（それも ガッシュウコクキギョウのケイレツだ）も やっぱりうけている。その「ジミントウタイシツ」のひとは、たべものが、ガッシュウコクジンと にかよっているゆえに キンジセイをもつだろうと。たしかに イデンシは ニホンジンだろうけど、からだをつくる ブヒンが ガッシュウコクセイもまじる ということだ。サイキンよくみる、セッケイは ニホンでやっているが、セイゾウは ガイコク というセイヒンににている。だから、ガッシュウコクのひとと ケンカしにくいだろう。サイキンは、チュウゴクセイの たべものがあるから、「シンチュウゴク」タイシツの ひともいるだろう。そういうタイシツのひとも、やっぱり　チュウゴクジンと ケンカしにくいだろう。 
 
 ヒャクロクジュウシチ 
 
 だれが どうした、とか なにが どうした、とか、そういうジョウホウは ダイジだろうか。タブン、カンシンの あることがらについては しりたいんだろう。しかし、カンシンのないことについては しりたくない。その「しる」についての「センタク」は アンガイ むずかしかったりする。テレビだ ラジオだ つけていても、カンシンのないことも ホウコクしていたりする。それならと「ダツチ（しらない、わすれるなど）」することもできる。ヨウするにホウコクを うけないだ。 
 なにが どうしたといっても、それは だれかのケンカイであって、トウケイテキにユウイ（トウケイガクテキにただしい）といえるなにかであっても、はずれチ（かたよっている あたい［ばあい］）があるわけで、わたしの ケンカイではないから、あえて、しらずに、ジブンで なにかをカンサツしたりして、ジブンのケンカイを もつことをしてもいい。だれかの、ケンカイが ダイジなわけじゃないから、そういうのを「ダツチ」すると、だれかのかわりに ロンソウするみたいなのが へっていいとおもう。 
 
 ヒャクロクジュウハチ 
 
 「シミンウンドウハ」といわれる ようなひとたちは、ふたつのシッパイをしたはずだ。ひとつは やっているしごとを ホウキして、シュウニュウがへったこと。もうひとつは、「セイジテキ」なことをして シュウニュウが えられなかったことだ。わたしも いまではだが、わかいころは、「セイジテキ」な ことにちからをいれてしまい、シュウニュウが のびなかったことがあった。だから、ウェーバー（ドイツのシャカイガクシャ）は「ニチジョウにかえれ」といっていたようだが、ウェーバーをよむのがおそすぎた。いまでは、そうしたハンセイをいかし、「セイジテキ」なことは ひかえるようにしている。 
 
 ヒャクロクジュウキュウ 
 
 キュウジュウネンダイの「シャザイガイコウ（●キュウジュウハチ）」は よくなかったとおもう。あやまっておわりみたいで。おとながそんなだから、ショウネンハンザイが ふえたのではないか。どうせ あやまっておわりでしょと。しっかりやることが ダイジだとおもうが。それでもまだ シャザイヒョウメイを ヨウキュウされてしまう。しっかりしろと。むかしだったら ちゃんとガイコウが できたはずだが。 
 
 ヒャクナナジュウ 
 
 セイフがジンコウを ヨクセイするような セイサクをとると、かくれたひとが できてしまう。テキセイスイジュンが あぁ だから、それは ヨジョウとか。ショクリョウが あるかぎりは ダイジョウブそうだけど、まぁ　そういうセイサクを とってしまったり。でも チキュウジョウの ジンコウはもっとふえるんだろうか。 
 
 ヒャクナナジュウイチ 
 
 サイキンは、いえでガメンをみながら かいものができる。しかし、きをつけないと、よけいなジョウホウを シュトクしてしまう。なんかのセイヒンジョウホウだったり。それをみると、セッケイが わかったりするから、セイゾウをするニンゲンには むかない。タシャのセイヒンを ケンキュウして セイヒンをつくったとすると、ニキュウヒン あつかいだろう。だから、そういう、セッケイズは みないにかぎる。「しらぬがほとけ」、わたしにいわせれば、「ダツチ（●ヒャクロクジュウシチ）」である。 
 
 ヒャクナナジュウニ 
 わかいころ、「カラオケ」が にがてだった。ベツにジブンの オンガクをやっていたのだが、そんなものは カラオケのキカイに はいっているわけがない。で、しょうがなく エイキョウをうけたキョクとか エンカとか うたったり、うたわなかったりするのだが、なんかいごこちがわるい。いまおもえば、「カラオケ」っていうのは、「サクシャ」の、または「カシュ」の「こころ」をよみあげるわけだから、そういう「こころ」についての カンジュセイが あったほうがよい。しかし、それがとぼしかった。いまなら　エンカを うたうんだろうか。イッポウで、コスプレ なんてものもある。あれは、いまでも わからなかったりする。おかねや ロウリョクを つかってヘンソウする。たのしいのだろうか。 
 
 ヒャクナナジュウサン 
 
 コーヒーと ミルクが リコンしたらどうなるか。おいしいコーヒーギュウニュウが のめなくなってしまう。カカオと ミルクが リコンしても こまってしまう。でも、ニホンジンなら、さかなと ショウユが リコンしたら こたえるのでは。ショウユのかわりってなかなかないかな。 
 
 ヒャクナナジュウヨン 
 
 ひらがなは まるっこくて かわいげがある。しかし、カンジは どちらかというと、チョクセンテキで トシテキな かんじがする。チュウゴクの レキシテキトシは、チョクセンを コウサしたりで ほぼ シカクにコウセイされている。ジョウヘキを つくるうえからも そうしたセッケイに なるのだろう。だから、そういうかんがえかた、ブンカが カンジをハッテン させたりしたのだろう。しかし、ひらがなは むかしニホンも チュウゴクの チョクセンテキトシのようなトシ、ヘイジョウキョウ、ヘイアンキョウ をつくったにもかかわらず、できあがった。それからかんがえると、ニホンのばあい、トシのシハイとか ブンカが チュウゴクとくらべ、よわかったのではないかと。ゲンダイになって、チホウブンケン なんていうけど、むかしは それができていたんだとおもわれる。 
 
 ヒャクナナジュウゴ 
 
 サイキンになっておもうのは、「ジコジツゲン（マズローハクシ［ガッシュウコクのシンリガクシャ］のいうもの）」というのが ゴカイされていて、ゴヤクだったのではないか ということ。ダイタイ このことばをきくと、ジブンのやりたいことを タッセイする というようなイミでとらえるとおもう。しかし、わたしは、そういうことじゃなくて、ジブンの やりたいことをやりつつ、かつ、それが タシャにも リエキになる ということでは　ないかとおもう。それってむずかしいから、マズローハクシは タッセイダンカイの ジョウイに それを おいたんだろうとおもう（ほかには、たべものにフジユウしないダンカイ、タシャにショウニンされるダンカイなどがある。）。だから、ジブンのやりたいことをやっただけでは、その、ジコジツゲンとはいえないのだとおもう。たしかに、ジブンの やりたいことをやるのは、そのタッセイカテイの イチブだ。しかし、どうも ゲンロンテキに、「ジブン」のことばかり キョウチョウされていたとおもう。だから、ヤクのイミとしては「ジタジツゲン」なんだとおもう。ゴカイのないように ヤクせばそうなる。 
 
 ヒャクナナジュウロク 
 
 なぜか チュウカそばを たべたくなったりする。ニホンのチュウカそばは ほとんど エイヨウがない（レイガイテキに チャーシューがある［そんなにやすくなかったりする］）。それなのにである、レイセイに かんがえると ギュウドンやに いったほうがいい。しかし、なぜか たべたくなってしまう。まぁ、しるが よいのだろうか。しかし、ニクじるの ぬけたニクと　ニクジルなら ニクジルのぬけたニクをえらぶはずだ（●サンジュウサン）。しかし、ニクじるが　いいときもあるということか。 
 いや、ニクじるのうまさに ユウワクされているんだと。きをつけないといけない。ただ、マイニチたべたいわけじゃないので、たべたくなったら　たべたらとおもう、わたしは、マイニチたべていた ジキもあったが、さすがにやせた。 
 
 ヒャクナナジュウシチ 
 
 トシは セイサンしないのだから ちいさいホウが いいじゃないかとも　おもう。しかし、ゼイキンが トシ、シュトにあつめられ、トシ、シュトでつかわれるから それなりに トシ、シュトはハンエイする。もし、ドウシュウセイがはじまったら、シュトはそれほど さかえないんだとおもう。まぁ、スイタイするトウキョウを みたいわけでもないが。 
 
 ヒャクナナジュウキュウ 
 
 ゴ、ロクネンまえは ホンを ネンカンゴジュッサツくらい よんだだろうか。そのおかげで ホンをつんだりした。ま、それから ホンだなをつくって、おさまるようにしたが、そのうち おさまりきらず あふれるようになった。しかたないので、よみかえさないであろうホンは ふるホンやで ショブンした。それでも おさまりきらなかったり。ケッコウ よまないであろうホンがある。しかし、いつかよむであろうと とっておく。そんなだから、ホンのフロー（カイテン）がわるくなる。おもいきって、フローをよくしたいもんだ。 
 
 ヒャクハチジュウ 
 
 ふるホンやで ホンをみつけるのが ジュウサンネンぐらいまえからの　シュミで、ジュウネンイジョウ ふるホンやに たちよったりしていた。しかし、いまごろは、ふるホンを よみつくしてしまったカンがあるので、あまりふるホンやにはいかない。ダイタイ、チョシャを キジュンにして ふるホンをかっているので、ハッコウされているのを ゼンブよんでしまえば　かうことがなくなる。シンキ（わたしにとって）のチョシャの ホンは、キョウミがあればかうが、なかなかであえなかったりする。もっとも ホンを　よむジカンを サイキン あまりとってないから、シンキのチョシャで よさそうなものがあってもかわない。まずは、ホンだなから とりだして よむのがさきだろう。でも、あまり やすみがなかったり、ジカンを ユウコウに つかってなかったりで なかなかよめない。まぁ、かうことが すくなくなったので、ホンがあふれるということは なくなってきたが。 
 
 ヒャクハチジュウニ 
 
 ヨーロッパでは、シュウキョウカイカクなどで ひとのあつまり というかが ばらけた。そのゴ、センソウをしだした。このシジツからいえるのは、ちがうとか ベツだといいはじめ そうしてしまうと、「ベツもの」だからと フンソウになってしまうことがある。ということだ。だから、ヨーロッパは、もうイッカイ ゴウイツしようとしている。それはただしいとおもう。ニホンでは、ドウシュウセイとかいうが、やっぱりしっかりしないと センゴクジダイのようになりかねない。「ちがう」とか「ベツ」には チュウイしなくてはいけない。 
 
 ヒャクハチジュウサン 
 「あるくから かんがえる（●ヒャクロクジュウニ、ヒャクロクジュウヨン）」、かんがえると ドクトクのイケンを もったりする。それをセイヒンにすれば ドクトクのセイヒンができる。だから、ヘンカを もとめないとなると、「サコク」や「セキショ」をつくるのが いいホウホウであろう。つまり、イドウに セイゲンをかける。まぁ、えどのころに やってたんだろうけど、そのおかげで、ブブンテキには ヘイワだっただろうが、コクサイテキにみると よわくなってしまった。ケッカとして ギジュツなどを ユニュウして がんばろうとしていたのだろうが、まぁ、カットウになってしまった。やっぱり あるかないとだめなんだ といえるだろう。しかし、ヘイワなジダイには きらわれるかもしれない。なにか センモンテキな しごとをしていると なかなか あるくジカンがなかったりする。でも、あるくようにしたホウがいいだろう。 
 
 ヒャクハチジュウヨン 
 ブツゾウは リツゾウもあるが、ダイブツ というと すわっているものが　おおいとおもう。しかし、ガッシュウコクのニューヨークに あるゾウは、あれも おおきいようだが、たっている。あれも、ダイブツ とみなせば、めずらしい、ダイブツとなる。「トウヨウの」ダイブツは すわっているが、「セイヨウの」ダイブツは たっている（トウヨウにも たっているダイブツは あったとおもう）。なんか、「センシンコク」と「ハッテントジョウコク」のはなしみたいだ。たっているのは、ロウドウ をしているからと。ロウドウが よしとされる。ニホンジンにも ちいさい「たっている」ダイブツが おくられたというから（トウキョウの オダイバにある）、やっぱり　ニホンも センシンコクなのだろうと。のどかなのもいいとおもうが、やっぱり、「ロウドウ」だろうか。「ケイキが よかろうが、ロウドウだ。」というイが ふくまれているようなきがする。 
 
 ヒャクハチジュウゴ 
 テレビジュゾウキ。わたしが こどものころから すでにあったが、おもいだしてみると、しろくろ、テレビも みていたキオクがある。ほかに、きの フレームが つかわれている テレビジュゾウキとか。いまおもえば、きのフレームのテレビはすごい。さがせば てにはいるのだろうが、あの、インキョクカンテレビの おもさをコウリョすると、かっこいいのだが あまり ほしいとはおもわない。そのテン わたしはあまりヒョウカしていなかったが、エキショウテレビの かるさ、うすさは ヒョウカできる。だが、ちいさいサイズのものは あまりうっていないきがする。ジュウヨンガタとか　そのくらいのおおきさだと ジャマにならなくていいとおもう。しかし、いまのデンサンキに チューナーをつないでみているので、わざわざ スペースをカクホして かいたいとはおもわないが。まぁ、ちいさいのがいい。 
 
 ヒャクハチジュウロク 
 わかいころ、なぜか ケイタイカノウな デンサンキを もちあるこうとしていた。そのために デンサンキが はいるかばんをかったり。しかし、ジッサイにデンサンキを もちあるいたのは ガクセイのときだけである。ま、ガッコウのを つかってもよかったのだが、まぁ、アイチャクがあったんだろう、もちあるいていた。だから くせといえば くせだ。しかし、それでジッサイに やくにたったのは、みちがわからなくて、チズをケンサクしたときだけだ。コウシュウデンワに センをつないで チズのジョウホウを　シュトクした そのイッカイだけ。デンサンキは そんなにかるくないし、もちあるいても、アンガイつかわない。モジをうつだけなら コガタデンサンキがいい。ポケットにもはいるし かるい。で、なおかつ ジもうてる。わたしのは、カンデンチクドウだから デンチぎれのシンパイもない。ただ、ザンネンながら、そういうのは いまあまり つくられていないようだ。モジをうつには チョウホウしているのだが。 
 
 ヒャクハチジュウシチ 
 
 エイゴをよんでいると、そのうちラテンゴにぶつかる。きにしなきゃ そのまま よみつづけるのだろうが、ひととおり よもうとおもったら ラテンゴのジジョが ヒツヨウだったりする。わたしも そんなかんじで ラワジテンをかった。それはそれで、ニホンゴヤクを ひけるからいいのだが、ギャクに ニホンゴをラテンゴに ヤクしたいとかなると、そのジショではおてあげ。ホンやで ワラジテンがないかとさがしたが しばらくみつからなかった。サイキン ようやくひとつみつけた。なんか キチョウなような きがしたので すかさずかった。センモンテンにいけば あるのかもしれないが、いまのところ そのイッサツだけしかしらない。まぁ、いいしごとをしているひとがいるもんだ。 
 
 ヒャクハチジュウハチ 
 このまえ たべホウダイのみせにいった。ニクとヤサイ、ちょっとのリョウリが たべホウダイ。で、モチロンというか、ショウブに いっているかんじだったので、ニクをとにかくたのんで、ショウリをつかもう とおもった。わたしのケイサンでは ニクをニジュッさら カンショクすると ソンエキブンキテンにタッする とのことであった。だから、ニクをとにかく チュウモンした。ジュッさらあたりまでは ケンチョウにたべていたが、それをこえると、ヘンカがほしくなった。おろしショウガを まぜてみたり、つけものをたべてみたり。そういう、ドリョクをしたので たべすすめられたが、ジュウロクさらで チェックアウトに いたってしまった。まぁ、ジンケンヒとか チンリョウとか ふくめれば、ひきわけぐらい とかんがえつつも、モクヒョウには とどかずであった。しかし、またチョウセンしたい とおもっています。マンプクにはなったし、おいしかった。 
 
 ヒャクハチジュウキュウ 
 ジュウイチ、ニネンまえ ある どんぶりごはんを カイハツした。あかどんぶりなのだが、つくるのには てまがかかるし、できているソザイを かってくると たかくなってしまう。しかし、サイキンは、ベツのヨウトに いいセイヒンがでていて、それをつかうと おいしくできる。たまごをおとして、あかだまどんにしてもいいし、チーズをちらして あかニュウどんでもいいし。なにかフウだけど、あかヤ（サイ）どんにもできる（ちなみに ドクジカイハツです）。まぁ、つぎは ニクものも のっけてかんがえたいなと　おもっています。 
 
 ヒャクキュウジュウ 
 
 むかしばなしの ついでにもうひとつ。さきのあかどんぶりか このあとでセツメイするのが、わたしが イチバンはじめに かんがえた リョウリである。だから このリョウリは、ニバンめか、サンバンめに かんがえたものである。 
 こどものころに、あげたうすぎりの じゃがいもが ふくろづめにされているカシ（ヒャクゴジュウエンテイド）をみつけてたべていた。ほかに そのてのカシには、こむぎをつかったもの、とうもろこしをつかったものがある。その、うすくきったじゃがいもを あげたものは、はじめ、スウシュルイの あじつけしかなかったが、キュウジュウネンダイ、レイネンダイと　シュルイがふえた。そのひとつを つかって、ほかにかった ショクパンにはさんだ。それをなんていうか トクにきめていないが あげうすいもパンと とりあえずよぼう。それが わたしのゲンテンのような リョウリである。うすくきった じゃがいもをあげたカシに あじつけされているので そのあじを かんじながらたべていく。それが ショキのサンサクのうちのひとつ。 
 
 ヒャクキュウジュウイチ 
 
 もうひとつが、ショクパンをつかい、あみで それをやきながら、そのうえにココアパウダーを かけるもの。みっつのうちどれもが ゲンケイは　エイヨウがすくない。でも、そういうものでも おいしかったとキオクしている。 
 
 ヒャクキュウジュウニ 
 
 なぜ、セイヨウでは ドソウで ニホンでは カソウなのか。タブン ニホンでは ごみをやくから ごみドウヨウに ニンゲンも やかなければならないのでないか。だから、ごみをやいたり しなければ、ニンゲンも やかなくていいのかもしれない。たしかに ムダにやいているきもする。ごみをださないことが ダイイチだが、うまくジュンカンさせられるものは ジュンカンさせればいい。ジュウネンくらいまえから、もえるごみと サイセイさせるごみとかに わけるサギョウをしているが、もやすごみは へったんだろうな。ヘンなことを かんがえてしまった。カソウジョウで ハツデンって。「まるまるさん、あのかたは ばつばつワットハツデンされましたよ。」「いやいや、まるばつさんは、ばつまるワットだから まだおよびませんな。」とか。 
 
 ヒャクキュウジュウサン 
 
 サボる とかいう よくいわれそうなことばがある。しかし、このことばも ニホンゴだとおもって いらっしゃらないだろうか。アンガイ そういうのに ビンカンになってしまえば こたえははやい。こたえは、サボタージュ。その「サボ」と らギョウゴダンカツヨウの シュウシケイの「る」。そういうことばは ほかにもあるが、チュウコウセイにわかるかと。わたしが　チュウコウセイのころは、フランスのことばもいわれた。なんとなく わかったようなきがしていたが、わりとサイキンになって そのイミがわかったり。トウのセンセイも ホントウに わかっていたのかと おもってしまったり。だが、そういえば わりと そのとおりにしていたりするから おもしろい。なんていうのだろうか、あたまでは、というか、イシキでは、わかっていないのだが、シンタイテキに そうしてしまったり。そうかんがえると わりと すなおな ガクセイだったのかとも おもってしまう。だから、ひどいイミが かくされたことばを キョウシのたちばで いっては いけないんだとおもう。 
 
 ヒャクキュウジュウヨン 
 
 「チャントしろ」なんてことばがある。わたしは これをいわれたひとが、いわゆる、ニホンゴテキな「チャントする」んじゃなくて、うたを うたいだすんじゃないかと キョウミをもつ。「チャント（ニホンゴ）」、が はやかったのか、「チャント（シーエイチエーエヌティ）」がはやかったのかは しらないが、まぁ、ことばは ニホンゴにかぎらないから、そういうテンカイもありうる。「ことばは ハツゲンシャの イトとはベツに イミづけられる。」ともきいたことがある。まったくそうかもしれない。 
 
 ヒャクキュウジュウゴ 
 
 ニホンジンは「チョウジュ」といわれているが、ショクリョウの ジキュウリツは ヨンジュッパーセント。カンサンすると ハチジュウネンいきたひとの ヨンジュウハッサイブンは、ユニュウ ということになる。だから、なんかのリユウで ショクリョウユニュウが テイシされると、ニホンジンのジュミョウは サンジュウニサイにちかづいていく。それなら ユニュウにたよらずになんだが あまりうまく いっていないようだ。キカイものをうって、「ジュミョウ」をてにいれるなんて まるで レンキンジュツだ。 
 ヒャクキュウジュウロク 
 
 ゲンダイは、「トシ」がひろがって、おおきくなっているとおもう。「トシ」はいいところか といわれると わたしは ノウソンのホウが いいとおもう。そんな「トシ」を ひろげない ドリョクができるか。こたえはカンダン。ゲンゼイすればよいのである。なぜなら「トシ（シュト）」にながれる おかねがへるから。そういう「トシ」カクダイを ふせげるであろうか。 
 
 ヒャクキュウジュウシチ 
 
 シコウをすればするほど、そのカテイの ロンテンが ふえていく。そのすべてがただしければ、「セイロン」といわれるのだろうが、まぁ、ケイトウジュテキにみれば、シコウするほど そのかずが ふえていく。ひとはかならずしも、ただしい といわれるケンカイを とるわけで ないだろうから（まぁ トウケイの ユウイスイジュン みたいなはなし。カンタンにいえば 「ゴサ」があると。）、シコウも すればするほど、その、ギロンへの「シジ」がへっていく、「シジ」がブンサンするからだ。だから、もっとも ユウシュウな シソウカは、「おなじこと」しかいわないであろう。「セイジカ」は、シソウカ、とちがうかもしれないが、サイキンは「ニンキ」をもうけて、「セイロン」レースをする。なぜ「ニンキ」をもうけるかというと、それイジョウ「セイロン」が つづかないのであろう。ゲンダイの、コウホウ（ホウソウやシンブンなど）がある シャカイでは、なにもいわないのは むずかしいし、あえて、「バキャク」を あらわさせてやろうと シツモンすることもある。こうした コウホウジンの シツモンに 「シジ」をおとさずに こたえられるのは、ながくてヨネンなんだろう。つづくとハチネンと。だから、まるまるハクシが そういっていたとか、まるばつセンセイの セツではとかいえば ながもちするかもしれないが、いまのジダイ、そのまるまるハクシが シジをしなければ セイロンじゃないと なってしまうかもしれない。だから、むかしのことばとか、しんでしまったひとが いっていたことばをいうのかな。「セイロン」レースはきょうもつづく。 
 
 ヒャクキュウジュウハチ 
 
 ニンゲンには、「ふるい」ノウと、「あたらしい」ノウ（●ヒャクサンジュウハチ）があるとおもう。カイボウガクテキには、「あたらしい」ノウは「あたらしい」とされているようだ。では、「あたらしい」ノウは なにをしたかというと、それまで、なかった、あたらしいものをつくったか、「あたらしい」ものを つかうために できたんだろう。あたらしいなにかが できたりするまで ヒツヨウなかったんだから。まぁ、「ショッキ（ドキなど）」なんかが イチバン はじめのころに つくられた ニンゲンのハツメイヒン ではないだろうか。それ　イコウ、ことあるごとに ハツメイヒンが ツイカされ いまにいたっている。みまわすと、ハツメイヒン だらけというところも あるんだろう。「ショッキ」がさきにできたのか、「あたらしい」ノウが さきにできたのかはわからない。しかし、いままでないものを つくっているうちに、「あたらしい」ノウができたとは スイソクできる。いままでにないサギョウを するわけだから。そのできた「ショッキ」を つかうホウも やはり いままでしていなかった サギョウを するわけだから やっぱり「あたらしい」ノウが　できあがる。そんなハツメイヒンが ふえるごとに「あたらしい」ノウが ふえていったと。まぁ「あたらしい」ハツメイヒンの ほとんどは ホンシツテキには フヨウだろうが、そうはいっても ジンルイシを ヒテイできない。なぜなら わたしも、ハツメイしてしまうからである。 
 
 ヒャクキュウジュウキュウ 
 
 「ダルい」ということばがある。これもどっちが さきだかわからないが、「ダル（ディユーエルエル）」ということばに にている。キンダイにできたことばでは ないようだから どこかでコウリュウが あったのかとおもう。えどキに コウエキをゲンテイした というインショウがつよいから。でも そのまえなんだろうとおもう。 
 
 ニヒャク 
 
 シンカというと イッポウコウテキに シンカすると おもったりするが、そうでないシンカも あるとおもう。わたしは「ギャクシンカ」というが、たとえば、ゲンダイなのに、チュウセイ（レキシクブン）テキな シコウにすすんだり、ちょっとまえにでていた セイヒンを シジョウでさがしたり。わかりやすくいうと、デンサンキを つかうわたしが タイプライターを　かうというコウドウだ。わたしは、ジカンジクにそって いきているが、イッポウ ジカンジクには そわずに ゲンザイからいうと ふるいなにかに　トウタツしてしまうことだ。としをとって ブッキョウをやりだした というのもそうだろう。そういうのが あると サイキンおもう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ニヒャクイチ 
 
 「エンプ（ティ）（イーエムピー[ティワイ]）」は エイゴでは ラテンゴとはベツのイミをもつが、プロテスタント（キリストキョウ カイカクハ）ともカンケイするかもしれない、エイコクのテツガクがみえる。「からっぽ」になってしまう。「からっぽ」にしては いけないと。そういうテツガクと　ドリョクが エイコクを ダイエイテイコクに みちびいたんだとおもう。「ひとは いしがき」といういいかたがあるが それにちかいかもしれない。でも テツガクだけでなく、ジッサイの ショミンのドリョクが あってのタッセイだろう。 
 
 ニヒャクニ 
 
 「サパー（エスユーピーピーイーアール）」というゴも、「サプライ（エスユーピーピーエルワイ）」ということばに にている。もとは「ホキュウ」とかそういう イミなんだろう。ニホンゴにも「さっぱり」ということばがある。それは、シッソにとか マンゾクとか いうイミがある。「さっぱり」だから、「さぱーりー（エスユーピーピーイーアールエルワイ）」というハツオンがちかいだろう。ケントウすると、「サパー」のように というヤクができる。うみをわたって、「サパー」というゴが はいってきていたとすれば、ニホンゴ（といってよいかだけど）の「さっぱり」は、さきの「さぱーりー」のように「サパー」のケイヨウを しているはずである。で、それが、シッソとか マンゾクとか。まぁ、うみを わたってきたのが ただしいとすれば、エイコクジンは そういうイッショク（あるシュルイのショクジというイミがある）を めしあがられているんでしょう。うわさでは、そういうはなしも きくから、ただしいのかもしない。やっぱり、このことばも テツガクをかんじさせてくれる。 
 
 ニヒャクサン 
 
 カガクというのは、エイゴで「サイエンス（エスシーアイイーエヌシーイー）」という。ドウギゴに、「シザース（エスシーアイエスエスオーアールエス）」がある。これははさみで、キョウツウするのは、「きる」とか、「きりわける」ということである。「ブンセツ」ということばがあるが、たとえれば、「ショウユ」を、「ショウ」と「ユ」に わけてしまうことだ。「ショウ」と「ユ」に　わけてかんがえる。それぞれをケンキュウして、さらに「ショ」と「ウ」、「７」と「｜」にもわけてしまうのは ありうることだ。で、それについて ロンじたとしても、それを わかるひとと わからないひとに わかれてしまうから、「カガク」は ひとを わけるともいえるかもしれない。 
 わかるひとと わからないひとが あらそいはじめると タイヘンだから、「ケイモウシュギ」とか、「ガッコウキョウイク」といって カガクのセイカを ひとにおしえこんでしまう。「ケイモウ」や「キョウイク」をうけるひとも、よりおおくの、カガクのセイカを まなびたいとか おもったりするから、また、ショトウキョウイクはともかく、よりよいキョウイクを　うけたい、うけさせたい といって、たかいかねをはらう こどもや こどものおやもいるから、ケッコウ「ケイモウ」や「キョウイク」は ハンジョウする。くにや ジチタイが トウチのソクメンがあるから、ヒヨウを、ショトウキョウイクでは フタンするが、それイジョウに キョウイクを とおもうようだ。 
 　でも、よくかんがえれば、それは、だれかが みつけたり、かんがえたことだから、そのひとは それを しんじようが しんじまいが、そのひとジシンで、ハッケンするキカイを うばってしまう。たかいおかねを はらってまで、そのひとの「カガク」のキカイを うばってしまうことは わたしには あほらしくおもえる。だから わたしは、どうしても コウトウキョウイクを というのであれば、そのひとが ダイジにしてないブンヤを センタクして リシュウすることを すすめる。それならば、ダイジなブンヤは まるで シゼンのように、てつかずで オンゾンされる。ムリヤリ カイハツするヒツヨウはないのだ。そうすれば、ゴヒャクネンおくれの ニュートンみたいなひとや、サンビャクネンおくれの ダーウィンみたいなひとが でてくるカノウセイがあるし、もっといえば、ゲンダイの だれそれがでてくるかもしれない。わたしも どうでもいいブンヤを センコウしてよかったとおもっている。 
 
 ニヒャクヨン 
 
 チュウゴクのレキシなんかでは、セントウにまけはじめと、ヘイが にげちゃったりしていたとおもう。そういうのにくらべて、サイキンのセンソウは，ヘイがにげにくいんだとおもう（●ナナジュウハチ、キュウジュウハチ）。むかしだったら それで タイショウが ころされたりして イッカイおわり。イッカイまけちゃうと ヘイも あつまりづらいだろうから キュウリョウもあがるんだろう。しかし、またつぎのたたかいでも まけちゃうと またにげるだろうから、そのトウスイ、オウだったり、のところには ヘイがあつまりにくくなり、そのトウスイが ころされて おわりとなる。 
 　でも なぜ にげにくくなったか。それは、くに みたいのをキョウチョウしたり、「コクセキ」とか「パスポート」とかつくったからだ。そういうのをやめちゃえば、ヘイはにげられるから、「わるい」センソウでなく、「よい」センソウになる。 
 
 ニヒャクゴ 
 
 ヨーロッパのひとは ジュウゴセイキぐらいから、セイシン（にしにむかう）したり、セイナンシン したりといわれる。ニホンジンも ジュウキュウセイキの おわりぐらいから、ホウコウテキに、セイシンしたり、セイナンシンした。ヨーロッパでは そのゴ イキナイフンソウがおきた。また、シンシュツさきでも、セントウがあった。そういう レキシコウゾウを かんがえると、カンタンには、ドウシュウセイは とれないんだとおもう。いまでこそ ヨーロッパは まとまりがあったりするが、それまで フンソウがつづいた。ニホンでも、センゴクが あったことだし、それはむずかしいと おもわれる。 
 
 ニヒャクロク 
 
 サイキンおもうが、「セイギ」っていうのは、「ただしいこと」ではなくて、「ながく つづいていること」なのだとおもう。ながくつづく リユウがあるのだろう。それは、「おおかたが みとめつづけた」という、ジジツ、シジツである。だから そういうものに とってかわるというのは それなりのものでないと といえそうだ。だから わかもののウンドウを「ガクセイウンドウ」というのだろう。ロンリテキな セイギが どれほどのものなのか。やはり つづいているホウが、おとなが かつのだろう。 
 
 ニヒャクシチ 
 
 ひとは「シッパイ」というわくぐみや ソウチを ヒツヨウとするから、セイシンビョウインが なくならないのだろう。むかしのヨーロッパでは、ザンゲシツ だったんだろうか。でも そういうのは いまでも ヒツヨウなんだろう。わたしも、シッパイシツをつくろうか。 
 
 ニヒャクハチ 
 
 サイキン、ごろねをしながら ヤキュウをみるというのが すきになった。もっとも、ヤキュウはあまり テレビでホウソウしなくなったので、サッカーだったりするが。なにもみてないと、しごとのことなどを かんがえてしまう。かといって うごきまわりたくないときには ぴったりだ。でも、オウギは、しごとをしながら やすむこと。 
 
 ニヒャクキュウ 
 
 「クウチュウテイエン（そらに うかぶ テイエン）」など できるものか、などとおもっていたが、できるのが わかると いろいろモンダイがでてくる。ニッショウケンとか。ま、カイケツはカノウとおもうが、というより、クウチュウは だれのものか、というギロンになる。ま、いまのところ、クウチュウのいえ のケンセツヒヨウが ヒャクオクエンは かかるとおもうので、あまりモンダイにならないが。 
 
 ニヒャクジュウ 
 
 つづいているのが「セイギ」、つづけるのが「アイ」だとすれば、「セイギ」を「アイ」するのが ただしいのだろうか。でも、コジンの「エン」っていうのもあることだから、レキシの みじかいものを「アイ」したりするだろう。でも、レキシのながいものでも みじかいものでも、「アイ」することがコウヘイだろう。ただ どうしても アイせないとか アイしづらい　なにかが でてくる。いわゆる「ごみ」である。そういうのを ださないように とか おもうが なかなかむずかしい。たまに、「ごみ」といわれる ようなもの、ですら「アイ」するひとがいるようだが、「アイ」がふかいとは、ひとはあまりいわない。でも、「アイ」とはそういうことだろう。だから、イッパンテキにいう「セイギ」とか「アイ」っていうのは、いくぶん レッカしたものなんだろう。レッカするまえの「セイギ」や「アイ」をロンじたり、シンポウすることを、「アイデアリズム（リソウシュギ）」、レッカしたあとの「セイギ」や「アイ」をロンじたり、シンポウすることを「リアリズム（ゲンジツシュギ）」というんだろう。 
 
 ニヒャクジュウイチ 
 
 サイキン「わたしは」、ウンドウブソクである。むかしは、ただ、あるくだけのために、そうではなかった、いいホンを　みつけるためにでもあった、ふるホンやにかよって、トチュウで ヤチョウをみたりしたが、サイキンは ホンだなから ホンをへらしているぐらいだから、すきでもなかなか ホンをかうきになれず、したがって、キブンテンカンにもいいと わかっていても、サンポをしない。もっとも、しごとがたまりすぎていて すすめたい というのもあるのだが ジカンをみつけて サンポするかともおもう。ツイカすると、「アイ プレイ 、 、（●ニジュウニ、ロクジュウニ）」といってしまったから、テニスをやろうとおもっている。 
 
 ニヒャクジュウニ 
 
 わたしは、「シホンシュギ」というのは、それぞれのオーナーが、「わるいやつ」から ザイサンを まもるために いろいろなクフウをしていこうとするかんがえ とおもっているが、そのひとつのレイとして き（くだものがなる）のケイタイがある。「わるいやつ」は、「はしご」をもっていないので、「くだもの」を とれない というソウテイである。くだものは たかいところになり、みきのしたのホウは えだがない。そういうケイタイが　おおいとおもう（●ニジュウキュウ）。きがさきか、シホンシュギがさきかは わからない。それをわたしは「シホンシュギの ケイタイ」とよぶ。そのシホンシュギの ケイタイに ニホンの ネンレイベツ ジンコウコウセイズが にている。いってみれば、ショウシコウレイカは シホンシュギだからしかたない、といえる（しかし あるカンサツでは、したのホウが さかえることも カノウなようだ。ただ、ニンゲンが あたらしい「シホンシュギ」のケイタイに なれるヒツヨウが ありそうだが。）。つまり うえのホウが さかえているのだ。ま、わかいひとのカンシンは、「み」がおちてくるか というところだろうか。 
 
 ニヒャクジュウサン 
 
 「わるい」ことがあると、それにとらわれて、それについて エンエンかんがえたり、カイケツサクを かんがえたりで、「わるい」ことの エイキョウから ぬけられなくなったりする。ニジサイガイが っていうのもある。だから、そういうときは、それについて かんがえるのをやめて、キブンテンカンをしたりする。サイキンよかったのが、おわらいのビデオである。とにかく それについてかんがえずに、わすれるようにしたり。「みずにながす」っていうのは、まえは ムセキニンだとおもったが、ジブンで コントロールできるものイガイは、コントロールできないわけだから それイジョウかんがえても しょうがないわけで、「いい」ジュンカンに もどせるようにするには いいかなとおもう。 
 
 ニヒャクジュウヨン 
 
 「しらぬがほとけ」という。なにか イリョウジョウホウばんぐみとかで　ショクハツされたのか、「あれは　からだによい」とか「あれは 、　　、になるからだめだ」とか いったりするひとがいる。で、「あれになったら　ああなる。」とかいいだす。それは ダイタイあっているのだろうが、イガクだって トウケイガクをつかっているメンがあるので、かならずしも、そうはいえない。５パーセントや１パーセントの ゴサはあるのだ。だが そうにもかかわらず、「あれは ああだ」とか つづける。そして その、トウケイテキジジツを シジするのである。そういうはなしになったときは、「ちょっと まってくれ。」といって にげるようにしている。そして、そのての　テレビばんぐみにも ちかづかない。「クンシ あやうきに ちかよらず」である。 
 
 ニヒャクジュウゴ 
 
 サイキン、チュウカそばで なかなか、なるとに であわない。シナチクも　みかけないきがするが、タンにわたしが ショウユチュウカそばを たのまないからであろうか。たしかに まえから みそチュウカそばや しおチュウカそばには、なると は のってなかったが。おいしいのだが なかなかうまく つかえないセイヒンである。 
 
 ニヒャクジュウロク 
 
 ゆずも ニネンたって、そこそこ みをつけるようになった（●ハチ、ニジュウハチ）。まだカンゼンに とげは なくなっていないが。まぁ、でも みをつけるようになった。よかったとおもう。 
 
 ニヒャクジュウシチ 
 
 おととしは ゆずだったが、ことしはうめだった。しらぬあいだに えらくさびしくなっていた。ことしは みができるよう クフウをしたのだが、このようでは トウブンむずかしい とおもわれる。 
 ニヒャクジュウハチ 
 
 どうもニホンの ガクセイキョウイクは、「ギジュツ」より「チシキ」ジュウシなのかと。ま、センモンガッコウにいけば「ギジュツ」がまなべるだろうが、そのまえに いくコウコウに「ギジュツ」テキなガッカはすくない。そういえば、チュウガッコウに「ギジュツ カテイカ」というカモクがあった。サイキンは、デンサンキを「つくる」ギジュツでなく、「つかう」ギジュツを まなばせたりしているのであろう。たしかに、サービスギョウ の ジュウジシャがふえ、ものをつくらなくなった というのはあるが それでも、ものはヒツヨウだ。だから それをつくる「ギジュツ」はヒツヨウだ。しかし、そういう「ギジュツ」を まなぶガッコウに エンがなかった。いまになって「ギジュツ」をコウジョウさせようとしているが。 
 
 ニヒャクジュウキュウ 
 
 としをとると「ホシュテキになる。」とかいわれるが たしかに わたしも　ホシュテキになってきた。コウゾウシュギになってきた。でも、なにかを、チュウシしろ とか いうようなかんじでもないので、そういうことはいわないが、ちょっとはなせる だれかになら そういうことを いってしまうかもしれない。まぁ、きらわれかねないが。 
 
 ニヒャクニジュウ 
 
 ひとはまねることを こどものうちに おぼえさせられる。もし、おぼえなかったら、イシソツウは できないであろう。なぜなら、まねるノウリョクをつかって、ことばをききとり、しっていることばと ショウゴウして、そのイミをしるからである。だから よく イシソツウするには ことばを　まねできなくてはならない。だから ブンをよんだり エイゴのジショを　しらべたりする。それなら、よみあげるニカコクゴのシィディ、「すいか ウォーター メロン」などと いろんなゴについて エンエンととくものがあれば エイゴは フトクイでなくなるとおもうがどうだろう。 
 
 ニヒャクニジュウイチ 
 
 ジンコウコウウ（あめをふらす）ギジュツというのがあるそうだ。チュウゴクで つかわれたようだ。もし、チュウゴクで みずブソクが シンコクになれば、そういうギジュツをつかって あめをふらすことが できるだろうから チュウゴクで あめがふって、そのゴの かわいたくうきが ニホンにやってくるようになり、あめがふりにくくなるという ジタイもかんがえられる。まぁ、みなみからのタイフウとかが やってくるだろうから、なつばは みずにこまらないだろうが、それイガイは、フソクギミという ケネンがでてくる。みずのジョウズなリヨウを かんがえたいものだ。 
 
 ニヒャクニジュウニ 
 
 「ジユウ」はタイセツ。でも「ヘイワ」よりタイセツかは わからない。「ヘイワ」なときは「ジユウ」はそれほど ヒツヨウなかったりするかもしれない。でも「ヘイワ」でないとなると、「ジユウ」でないと こわいとかがでてくる。だからキセイをして「ジユウ」でなくせとかに なるんだろうか。そうだとすると、「ジユウ」がギロンされるときは「ヘイワ」ではないかもしれない。ジユウシュギテキに ヘイワをタッセイするか、キセイをして　ヘイワをタッセイするかという。 
 
 ニヒャクニジュウサン 
 
 わかいころは、「コウガクレキビョウ」にかかっていて、ひろく シャカイをしりたいとおもった。でも いくつかのジクでホンをよんでいき、また、しごとに ネッシンになるにつれ、そうはおもわなくなった。そうおもわなくなった というか、いそがしくて そんなこと やってられないようになった。しごとと、ガクモンテキケンキュウでは、やはり、しごとのホウが ダイジなのである。でも、ひまがケッコウあるなら やってみたいともおもう。しかし、「ブンケンケンキュウ」では タシャの コウセキによるところが　おおきいし、「ゲンバチョウサ」では ヒヨウと プライバシーのモンダイになる。だから、タブン、そのてのケンキュウは、ダイガクのショクインとか ケンキュウキカンにいないと できないんだとおもう。いってみれば、「シャカイ」についての ケンキュウをするのは かねがかかるのである。それでも いくつか ケンキュウホウホウは カクホした。しかし、みのまわりのことを かんがえたホウが よいとおもい（シャカイの あるブブンは、ジブンとは、カンケイなかったりする）、あまり ブンケンを さがさなくなった。そういう、ガクモンテキなメンから はなれることによって、わたしは、むしろ「かく」ことができるようになった。ま、これもひとつの「ダツチ（●ヒャクロクジュウシチ、ヒャクナナジュウイチ）」であろう。「チシキ」から ダッしたりすることである。 
 
 ニヒャクニジュウヨン 
 
 とうがらしを すにつけておいて たべるとおいしい。タンジュンな リョウリだが ふゆにいいとおもう。わりと タイヘイヨウトウブ（いわゆるトウナンアジア）には とうがらしを つかったしるとかがある。しかし、ニホンでは あまりみないようなきがする。わたしは すきなのだが。とうがらしを さけにいれたら どうだろうともおもう。からいセイブンというかが　さけにテンイすれば、ふゆに おいしいさけになるようなきがする。 
 
 ニヒャクニジュウゴ 
 
 　けさ、ジーディーピーをカンサツしたら、あまり うごいていなかった。ヨジごろよりも ゴジごろのホウが うごいているとおもう（イゼンのカンサツより）。やっぱり ニッチュウがおおいのか、いや、ヤカンのホウが コウソクにうごけるし、つまらずにうごけるから シンヤに よくジーディーピーは うごいているのではないだろうか。しかし、ショウケンなどは ニッチュウに うごくから そういうのはニッチュウだ。 
 
 ニヒャクニジュウロク 
 「ソウシツされた いくとし」みたいなことばがある。はじめそれは なんのことかとおもっていたが、かんがえてみると、タンにトウシへのネツが　なくなった ナンネンってことだとおもう。なんか シンコクなモンダイかとおもったがそんなところだろう。バクチしなくなって よかったんじゃないのかと。でもエンだかで うかれたかもしれません。 
 
 ニヒャクニジュウシチ 
 
 「みじかい」セイギもいいが、「ながい」セイギのホウがいいだろう。「セイギ」と あせらなくても、「セイギ」のタイキュウレースを すれば「ユウシュウな」セイギがのこるだろう。やっぱり「アイされる」セイギが、「よい」セイギなのではとおもう。モチロン このみは あるだろうが それは　まぁ ダトウなのではと。 
 ニヒャクニジュウハチ 
 
 わたしは まなんだことがあるが、「シャカイガク」はむずかしいテーマだ。なぜ むずかしいかというと、そのケンキュウタイショウが おおぜいだからだ。だから、チョウサケッカをもとに、なにかを カイゼンしようとすると バクダイなエネルギーを ヒツヨウとする。つまるところ そういったことは、ひとりではできないのだ。でも、いきおいあるひとや ショクギョウ シャカイガクシャは そういうことを やったりするだろうが、ただのひとりのシャカイガクトにはむずかしい。でも、そういうことを まなんでしまっているばあいは なかなか はなしに つきあってしまったりする。しかし、シテキはできても ほかになにもできない。そのシテキも ジッサイのところ どうだかわからない。それなら しらなくてもいいね となったりする。ジブンのしごとのホウが ダイジだからだ。シャカイガクやって いいことがなかったとはいわないが、それは チシキとか チエがえられたことで、それなら、やっぱり しごとをしていたホウがいいとなる。しごとをしていたホウが おもしろい。だから、「コウガクレキビョウ（●ニヒャクニジュウサン）」にはチュウイだ。 
 
 ニヒャクニジュウキュウ 
 
 ゲンにあるものは「シゲン」という。じゃ、なかったりするものは なんというか。わたしは、それをシゲンテキに リヨウできそうな「ない」ものを「クウゲン」とよぶ。ホンだなが イッパイになって、あきクウカンを つくったときに かんがえた。ガクシャとか セイジカは チョシャのシュチョウを インヨウしたりしながら はなすから ホンは ジュウヨウなシゲンで、あればあるだけいいと なりそうだが、そんなに おおきいショサイを　もてない わたしなんかは、それイガイのリユウもあるが、ホンをあるテイド　かたづけないと ベツのホンがおけなかったりするから、やりくりしなければならない。わたしが ブンをかくようになってからは ほかのチョシャの　ホンがへりつつある。しごとカンケイのショルイも シュウノウしなければならないし、まぁ しょうがない。ケッコウ、シゲンをかったりしていたが、「クウゲン」がないと しごとがすすまなかったりする。 
 
 ニヒャクサンジュウ 
 
 レイチョウルイは、ニソクホコウするというが（たしかに わたしもしている）、なぜ そうするか。チキュウがまわっている エンシンリョクが かんじられて きもちいいからかもしれない。でも、チキュウのカイテン（ジテン）からはなれると、うずまきリョク（●ヒャクロクジュウサン）から はなれるわけだから、ニソクホコウしてもきもちよくないだろうと おもわれる。そうすると、レイチョウルイのトクチョウは なくなってしまうのだろうか。 
 
 ニヒャクサンジュウイチ 
 
 ドウロが あったほうがジーディーピーは はやくうごける（●ニヒャクニジュウゴ）。だから ニホンも やたらドウロを つくったんだろう。でも トシコッカなら はこぶキョリが みじかいから ジーディーピーも はやくジョウショウする。だから　もっとも ひとりあたりジーディーピーがたかいのは かねもちのカテイとか、よくあるフウにいえば トシコッカなんだろう。だから トシコッカとくらべて ひくいとか あまり きにすることはないとおもうが。なんなら メンセキヒをくわえて サイケイサンするといい。 
 
 ニヒャクサンジュウニ 
 「キセイカンワ」とかいうそれって どういうことかというと、これまでがんばっていたキギョウやコジンの とりぶんを あたらしくサンニュウする キギョウやコジンに カイホウすることだ。わかいひと（トクに、ロウドウシャでない）にとっては おおきなキカイである。まぁ、しかし シュキュウハというか とりぶんをイジしたいという キギョウやコジンはいるもの。なかなかむずかしいモンダイだ。 
 
 ニヒャクサンジュウサン 
 
 ニホンの「キンダイ」は シケンのセイゲンだったとおもう。コクユウキギョウをつくり、コウリツガッコウをつくったり。ケッキョクは、グンがボウソウするまでになった。そして、「にげられない センソウ（●ナナジュウハチ、キュウジュウハチ、ニヒャクヨン）」で ケッコウな かずがたおれた。もっとも コクセキカンリとか コセキがあったりするから、にげにくいのだが、そういう、ボウソウが おこるかもしれない というと そういう　コクセキ、コセキをなくしたほうが いいかもしれない。それか、「グン」が、「ダッソウ フリー（カノウ）」にするしかない。でも、シンリャクテキなジダイだったから というエクスキューズをしてしまう。 
 
 ニヒャクサンジュウヨン 
 
 ゴネンほどまえ、とにかくしごとの リョウをふやそうと おもっていたことがある。しかし、ジッサイに ふえてしまうと どんどんたまっていく。だから サイキンは しごとを ふやさないようにしている。ケッキョクは　センタクなんだろう。むかしなら キョウミをもったようなことでも、あえて みないようにしたり。でも、ジブンがシンポしたゆえの カダイなんかは すすめてみよう とおもったり。 
 
 ニヒャクサンジュウゴ 
 
 ストーリーという。ニホンでは、ものがたり。それにビンカンであれば、なかなか むずかしいメンもある。なんかのなんかをすてたとか。あるセイヒンの はこに ちがうセイヒンがはいっている、いれたとか。むかしは あまり、ショウヒョウが つけられているものが すくなかったのだろうから　あまりモンダイにならなかった とおもわれるが、サイキンのショウヒシャカイでは、ショウヒョウが ついたものがおおい。 
 ホウソウなどで ごみが たまるメンが（そのセイヒンが よくないからではない）あるから そのショブンにこまったりする。しかし、ごみやしきに　したいとはおもわない。どうしたら となやんでいたら、サイキン、「ボーン アゲイン」をおもいだした。ニホンでも、リンネテンセイとかいわれるようなかんがえ（ホンライテキに いわれているのとは ちがうかもしれない）があるが そういうかんがえかたである。あのかんがえかたは ゲンダイの ショウヒシャカイの たすけである。 
 
 ニヒャクサンジュウロク 
 
 むかしは トンカツに ソースとかが せいぜいだったが、さらに なんかをのせてとか にしてもおいしいかもしれない。トンカツジタイも こったリョウリだ。そんな、コウゾウブツのおおさに いやけがさして、そのままたべたりする。ヨウするに さしみのように、さしみカ である。タブン、「コウゾウブツ」がおおいほど ゆたかで つくるのがむずかしいのだろう。しかし、「さしみ」のホウがよかったりする。 
 ニヒャクサンジュウシチ 
 
 「グローバルカ」の あるイチメンは、エイゴではなす リョウイキがひろがっていくこと なんだろうとおもう。ガイコクジンと そのくにのことば とか ニホンゴで はなせばいいかもしれないが、それは すごくてまが　かかる。そこのところ エイゴではなせば ツウじてしまう。そういうヨウリョウで、エイゴができれば、ものをかうにしても、カイガイから やすくかえたり、シツのいいものを てにいれられる。そういうグローバルカを　ヒテイしにくいものである。 
 
 ニヒャクサンジュウハチ 
 
 ジショというのはすごい。そのなかに、ブンメイが ならべられているようだ。おもいだしてみれば、ショウガクセイのときに コクゴジテンと エイワジテンを もちはじめ、いくらかひいただろう。だから、ひらがな、カタカナ、カンジや アルファベットには なれている。だから、フランスゴのジショをみても あまり あたらしいカンドウはなかったし、ラテンゴの ジショをみてもそうだった。しかし、サンスクリットゴジテンをみると すごいブンメイだと おもわざるをえなかった。むかし、ダイエイテイコクの　ハクブツカンに いろんなものが あつめられた ときいたが、それにちかいカンカクかもしれない。かざりばこにでも おさめたいとおもった。 
 
 ニヒャクサンジュウキュウ 
 
 ボウエキコウショウで、「カカクが やすくなる」というのを うりにすることがあるらしい。しかし、ホントに やすいのかは うたがわしい。ある　ショクドウでは、のみものなどを ジブンでとりにいく というのがあるが　あれとおなじである。つまり、「ジコセキニン」とか「ジコホウシ」することのような なにかがあるからである。たしかに あるやすうりテンは やすいが、そこにいくまでに ケッコウなヒヨウ（くるまの イジヒはやすくない。）がかかるからだ。それをかんがえると ゲンジョウでいいとかなったりする。ま、「［カカク］より［アンシン］のホウが ダイジだ」とでもいえば よかった（いい）のだろう。 
 
 ニヒャクヨンジュウ 
 
 「しきいが たかい」とかいう。ヨウするに はいりづらいわけだが、ガッシュウコクのひとの いいかたをすれば、「しきい」でなく「バリアー」があるという。ガッシュウコクでは、コクジンの コウミンケンウンドウが あって、かつての「バリアー」をテッパイしようとした。だから「バリアー フリー（ワセイエイゴだったら ごめんなさい）」なわけだが、ニホンでは トクに モンダイにされない。ただ、からだがフジユウなかた とか コウレイシャのために、ブブンテキに「バリアー フリー」のコウゾウブツに コウカンしたりしている。そんな バリアーだが、そこに あまりいかないと、バリアーを かんじるようになったりする。ケッキョク ショウヒンや ショウギョウホウシ（ユウリョウの ホウシ）のセンタクのモンダイでは というきがする。それを「バリアー フリー」というと、カイキュウをこわす カクメイみたいなものだ。 
 
 ニヒャクヨンジュウイチ 
 
 ニホンには たちぐいそばや がある。たったままで たべるわけだが、ガイコクでも たちのみやや リッショクの もよおしもの なんかがあるようだ。まつりのときの やたいも、たちぐいである。あれは タブン たってないと たべられない。すわるところなんて すくないから。そうすると、あるきぐいも でてくるだろうが たしかに そういうことも やっていたりする。ただ ベントウなんかは あるきぐいするのは むずかしい。たこやきならいいが、おこのみやきもむずかしい。そういうむずかしいのは あるきぐいしないのだろうとおもう。 
 
 ニヒャクヨンジュウニ 
 
 エイヨウに きをつけないと、ついついチュウカそば なんかをたべてしまう。わたしのガクセイジダイも ビンボウだったので、うどんとかを たのんでしまっていた。それでも はらにたまるから よかったといえば よかった。それだけ、やすいってことは ミリョクテキなのだ。たちぐいそば なんかもよくたべた。あと、いいみせ といえば ハンバーガーや。ゴヒャクエンで ニクもたべられた。ギュウドンやもあったが、やすめないので いかなかったりした。それとサイキンは ハンバーガーやでも タバコがすえなくなったりするようになった。ちょっとザンネンである。 
 
 ニヒャクヨンジュウサン 
 
 「キカンサンギョウ」とは なにかとかんがえると、いえをつくるとか ノウチをたがやすとか ドウロをつくる、さかなをつかまえる、みずをくむ、ネンリョウをジュンビする だろうか。そのむっつがしっかりしていると こまらない。それにくわえて それらのサギョウを ケイゲンするしごととか、くるまだろうか。ジブンなんかは アンガイそういうことを かんがえるのがおそかった。そういうギョウカイで ベンリなセイヒンをつくると もうかるんだろう。こどもに ヘンに エイゴをベンキョウしろとかいうより そういうことを かんがえさせたホウが いいかもしれない。 
 
 ニヒャクヨンジュウヨン 
 
 サイキンは、デンサンキと ニンゲンのショウギ タイキョクをしているらしい。「らしい」というのは ジッサイに みたことがないからだ。でも かんがえてみれば サンジュウネンまえから、ガメンあそび（ビデオゲーム）で ショウギをやることができた。わたしはふたつかったが、ひとつは ラクショウするようになり、もうひとつは シッパイすると まけるようだ。デンサンキでも できるらしいから ヨユウができたら とおもっている。ユウダンシャも まけるというから そうとうつよいのが あるんだろう。 
 
 ニヒャクヨンジュウゴ 
 
 デンサンキは チュウドクセイがある というはなしがあった。タブン、ガメンあそびとか デンブンコウカン とかしていて くせになるんだとおもうが。わたしもジュウネンまえくらいに ホンなどを ガメンをつかったエンカクとりひきで かうようになった。すきにケンサクできて、カダイにあいそうなホンを さがせるから よいとおもう。わたしも ナンカイかの ソウサで ホンがかえるから ついついかってしまうことがある。しかたないので、ジブンようの かいもののチュウモンガメンを つくった。それでチュウモンしても、かいものはすすまず、ホントウにヒツヨウかを ギンミできる。そうやって ムダなシシュツをへらしている。 
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